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大躍進政策の再評価

農村工業化？を i1, 心に一一
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最近の文化大革命運動にみられる路線上の論争

i：，冗極のところ， 1958Ifιnか；.'1；（；まった「社

i安建設の総路線Ii，ゐ LI'iトj(= t jけら社会主義建

,i'.J: ＇~i－ごとって， どのよ λtc_G:1.えをも dゑかという；平

価の相違に由来しているように息われる。 この運

動は，第l次5カ年計圃期に受容したソ連の社会

主義建設理論を， 中間の躍史的経験のなかで，批

判的に継承し，新しい命題を打ち出す一過程と考

えんれる。かりに， こしI)J品i｝を

u：設主I！；，命からの離脱過f'i:'ヲと呼ぼうっそれは，王手

小 は畠 if11 
れ川

内pl
!it¥ 

L、子：，

くも1955年7月の毛沢東論文「操業合作化の問題

について」に始まり， 1958年からの大躍進期に，

実際：出動として最も体系的にHtoll＇，されれた。今

r ！の文化大革命運動は， その体系的に打ち出され

た諸経験とJlt［論を，いくつかの11t1tirを紅ながら，

］%＇.；午 9Jjの十中全会で集大成したのち，さらに

徹底化していく一過程と考えられる。

この離脱過程は， 1人や2人の指導者の好みに

よって行なわれてきたものではない。「半植民地・

平封建」どし、う 2語で集約されるところの中国革

命がrnった間内経済の諸条件によ〆 pて， いわば異
!i-る条f'I：のもとで成立した社会主義建設の諸命題

を．教義に！被してではなく， 現実にn日して変えざ
るをえなかったのではないかと考えられる。その

諸条件とは，毛沢東の言葉で表現された「一窮ニ

白」（経済的に貧しく，文化的に立ち遅れている〉とい

う状態である。

この「 ti'iiJで表現される経済的負悶どは，国

i昨日i'Hつの再生産構造をもっ粍済同〉という視点
からみれば， l人当たり国民所得の低さであらわ

されると同時に，さらに重要なのは，外国資本の

経済閣にはいっていた部門と伝統的経済部門との

切断， つまり工業と農業との非結合という現象に

集約的にあらわれる。それは，外国資本を断ち切

ったiえのほ内建設期では，農業部門の十IJ対的立ち

おくれとなってあらわれる。 i写生産論を適用すれ
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Ⅰ　消費財余剰と経済発展
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ば，非農業労働者の賃金基金たる商品化食繍の不

足＇：： ，＇.：り， 煙世白金のT言］更な部分を；II.う軽i：完全の

原i斗手足とわ乙。

小論は，雄悶以来の中国がどのような方法でこ

のi市｝引じ食私！の！川題を解止してきた力誌を， /)¥'ii＼＂に

ふりかえり，大躍進期にいたって農村工業化とい

う此慌がな仁ゆえに出呪せざるを与なかったか‘

そして，この品村工業化政策が， 自白j§したような

問題の解決にとゥて， どんな意味をもつかを検討

し上うとする I.，：りであるつそのために，大Wr'.iit期

における農村部婆の変化とそれに対応する地方工

業／）jl(.＇業構造川正化， 才；上び建設地点の変化に焦

点、を合わせてみようと思う。大躍進期およびこの

2点に焦点を介わせた理由は，小irn'.'S体で、特えて

い／うつもりでふる。

大躍進政策が，社会主義建設史上にいかなる歴

史的立義をt，－，かは， lj I i：~i 乙駁で，；f{iilin；定，；t －，て

いない。われわれは，今日の文化大革命の評価は，

け Jざ上く 0）ど三ろ，大市進政策の評価iこ仁 p て

決 γ上ってくると l:；えているが， ,J、ii；γさは， j也か工

業を追跡することによって， その面からみられる

かす けで，大山i生政策を再評価した，，、と思うつも

とより， その評価によって大躍進政策の全局に対

する評価とするつもりはない。しえ Aし，今日まで，

何人かの論者をみいて，一般的に，太躍進政涼は

失敗であったと評価しているようであるが， これ

は， 基本的な／i マ修正さるべき t~ どいう印匁をも

っている。そこで，小論のWでは，結論にかえて

この点を論じておきたい。

I 消費財余剰と経済発展

経済発展；つり極性は，物的蓄積でみるかぎり，

国定資本の現存量によって一義的に決められるも

のではなく， 消費財余剰の規模仁上一ノてもがと定さ

4 

れる f「1:1〕。消費財余剰を構成する最も重要なもの

Lt，いうまでもなく、 fr!)市のi：当性労働者の賃金基

企庁ある穀物余剰である。だカミム， 穀物:'.t毛利の問

題は，経済全体の発展局面をさまざまに変えてい

くれど重大な問題である。

たとえば， 日本，ソ連などの経済発展の初期は

よい例である。 白木の明治初期の農業発展it，者II

rif労働者の投物需要の増大を ‘定期間土℃まかな

えた。しかし， 1900年を境にして食糧諮給の均衡

が残れ， -f，汚と朝京｛を食塩基地とする帝国主義的
進出が始まるのである。ソ連では，革命後一貫し

てこの問題に悩み政い／二。 19＇！（）年のコルホーズ化

のよそ機もよニれである。 さらに， iこの問題J土，のち

のスターリン主義の形成要因の一つにさえなっ

た；;1, 2）。 i11同もこ内例外ではなかった。それは解

放後の経済建設を在右する最も大きな問題の一つ

でtらった。 GiR東HI1lくも 19:'i弓＂f-に，抄：fりように

ことの重要性を指摘している（11'3), 「これらの同

；舎は社会主義工業化は農業合作化と離れて孤立し

ては進めじれないということが；！）からない。わが

国の商品化食糧と工業原料の生産水準は低いの

に， 国家，.！） これら物＇fl；二対する，，；：；要は Jう‘えって増

大し，鋭い矛盾iとなっていることは周知の事実だ0

・…・もし，われ，われは， 年々府大するn}i，店化食

品と工業原料の需要じ現在主’尽な農ff物の一般

的生産量は低いという矛盾を解決しえないなら

ば‘ われわれは社会主義工業化を完成十ることは

不可能であるんまた，ハンガリー事件と国内の急

速な農業合作社化仁上，）て露旦した諸問題を背景

に書かれた「人民内部矛盾を正Lく処理する問題

について」のなかの「農業合作化の問題」の項で，

わざわさ民体的な数字をあげ（思想、性の；：＇： iv、論文に

もかかわらず），「われわれはこの数年，農業税と供出

される食Vilはだいたいれ50～860億斤（4200～4300万
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トン）山水Ifi乙安定させる－－）もりである I＼：＇.述べ，

これは「農業を発展させ， 合作社を輩聞に目・ーーす

るためである」といっている。さらに， 1959年，

60年の太川進と大転il_1Cilt¥Jにこの[l可Jむiアき，

1962年＼IJ j ｝）十中全大むご ；）くのように芯ぶしたこ

とが最近明らかになった (II:4 1a 「1959年および60

年にはLぺ／＞かの誤り企犯した。お 1,た；1；（同は認

識と経r:-n己：こある。 ,fr更な誤りのT 〕｝；：、食糧

の政府買付けがある。貿付設は引き上げられたが

実際にはそんなに多くの食糧はなかった。 1960年

にはいる 7二，すぐ取り点り：Hったとの“是正”は実

際には i' ＇と早くか l',Ii.かJ、tjれていた0 .‘…・し
かし， 60年の一時期にこの問題は十分強制されな

かったことがある。それは修正主義が態度をかえ，

われわれ三li追した土め， フノレシチョブ以対iこ註

意を向け心！J＇らである。日、上三つの売戸のなか

に， 商品化食極問題は中閣の指導訂がー南京iJもゆる

がせにヤ－＇＂ ，＂；し、問題でんイ〉三とがよみと ;!Lむ。

穀物会！日iii，抽象的μ；士‘農業部門山労働力を，

再生産する必要労働部分を収穫から悲し引いた部

分であるから，穀物生産の剰余労働に一致する。

したか rベラ農業部pij，／，労働生産性によ｝て決ま

るとU、えよ〉。しかし司 4見r丈に実現－－~ ;Ji.るはは他

のいくつかの要素によって左右される。生産関係

に規定された分配制度がそれである。さらに，実

現された1;:,n多少は言；1活と HI対的関幹にある。 し

たがって，市要側であるι本部門の諸政策日，商

品化食樋の供給の緊張度を主右することになる。

分自己制度；九歴史的には，地主制，自作農制，

社会主義（t<J（；－作社制かみじれる。地主；HJ日土，高

率の小作料を通じて，剰余部分の吸い上げが可能

になる。しかし，産業資本の発展の度合いによっ

て， 1Hi'i'¥ hる部分が多く，なったり， 子容般にまわ

る部分乙l；多くなったリ十ζ＇o 現在の京市アジア諸

いし解放吉むの中同と明治以後の日本とは，このドlij

柑端のよい事例である。小農経済制度のもとでは，

農民が土地を含む生産手段を保有し，収穫物の分

1¥¥Hrtを持つので，生産の増大部分を自己消費の増

加いまわしたり，または， fl己労働の節約を行な

うことによって，剰余部分は市場化されにくくな

己。土地改革そのものが，必ずしも資本蓄積に有

刊に法たらカ、ない理由はことにある。 ソ述でft

1918～29年， 中国では土地改革後の1951～53年，

とくに1952,53年にこの現象が観察される。社会

J:.;'Q;的集団所有制の農業でい， 集出単位が分配権

(i~ t与つこと，集団労働組織品、可能であるこ Eなど

から，小農経済でみられた生産増大に伴うこつの

傾向は減少し，剰余穀物調達はより有利となる。

リillでは19:3（均一以i弘中国では l山6年以後がこれ

に当たるとヤえよう。

分配制度の変更による穀物余剰の獲得は，究繊

i'i'.Jには農業労働生産’f生の範聞をこえることりでき

／＼い。農業労働生産性を決定する要因は，いうま

でもなく農業生産力である。農業部門が異なった

技術条件を採用することによって， 具なった商品

fl~手が実現ξAt~：， o 中国の場合にがぎって二つの

問料をあげておこう〈第1表、第2子。。

1，互

第1I表杭i異なる技術体系と商品化率

1労働力当たり年間｜払川ヒ率
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( il'〕 「機被｛じされたJとは偽減lf)J}J・トラクターが
導入され九、ゐことであり［半後ti¥:化jはまと L
て畜力動力，「！日式農具」は人力を主とし富力を補
助に使っている場合である。

Cl±¥所） 『人民日報.i], 1959年12月21日。
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Ⅱ　商品化食糧供給面における政策の変遷
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第2築技術条件と商品化事の全国範開資料

l;!f'，；：：九日｜ 技Jk条件～ I( 1戸当fこv川県ff)
分 ｛七十； " I fー
！翠蔚：i支？，＇；

区

平均 I2s. 7 I 15目お 10幽67 I o目54 I O. l （ ） 

貧・廃農 I22.1( I I 12.46（ーiio.47( JI o.4tH I 0.01( I 
中農 ＇＇.！，－，，~， ! I 19.01(+:I 0.'JI叫 Io.74・, Io i::i(1l 

富農 I4:1 l'.!1 I 25.09(: I I l;:,¥lj I 0.87 ,) IO 22(1) 

地主 I:!8 .1 (I/ I 12. 16( 11 0. 2T ) I 0目2:3;! I 0.04: J 

（注〕 (1), （日）は調査年次が異なるが， 2, 3年間］で

技術祭｛キの構成が大きく草野わっていないから，対
比可能 Fi←〉／；）。
正れの1HJは，平土台にklLて多いか今、t,L、かを
示す。 l: c ＇~の符合で， 'i＇ぬと地主が7引いして』、
ることは興味深い現象であるo
（出所〉 (1) 滋大林，『換業合作化大発展的根拠』，
1956午， :,i:; ＇.ージ。 19お打]K~占市 1万324，，苛の調

査。
(2) ;ii¥ f{, I上地改草以｛£：，孜｜可農村社会ti訂11資
本主事車両条i陸路的闘争J，『経済研究』， 1965年，
No.7, 13ページ。

土地改革終了時の調査とあるから， 1952～日年の
ものと行；，・＿ ，・，れる。

二つの資'fl/j、ら， 商『＇，l'rfじtiを引き上げるために

は，労働生産性のよりl高い技術条件（トラクター，

電気濯凝など？｝山導入が必要ヤあることが知られ

るo

分配制度， 農業労働の生産性の問題は，商品化

食怪の供給聞に焦点を合わせて考えたものである

が，需要jfo／；，「〉も考慮しなければならかL、G 工業

部門の政；；2i ・工って， 決i，引ヒ食糧への；ni張を軽減

することができる。 その第1は， 工業部門で資本

集約的な技術を採用し， J工業労働者を相対的に少

なくする二土， 第2は，］った労働者がt1llで賃金

基金をうるとうな工業他誌tとれなうこしょH:3は，

工業の産業選択において農業生産財工業を重視す

ること仁よ ＼， 工業方、ム泣業への資源J) plow 

backを可能にするこ土などである。：f：ゴの方法

は，具体的には， 農村内またはその近在に工場を

建設するか，

6 

農業の季節性を利用した出稼ぎの方

法であるが， とくに前者は， 都市と農村とに新し

いm11,iをもたらす。 また，第3の方法は， 工、＇／.'leとイミ

民主左の分業界、lf系を促進するもので， 工業部門左

農業部門を軸にした再生産構造を 1国内に形成す一

る可能性を与える。

JI iーの検討／pん， 商品化食民J）十II対的不足を解

決するために， 供給聞では，小農経済から合作社

化へという分配制度の改革を行ない， 生産性向上

ぴ），，：ょでは， 合作社主：＋.i礎iこしてより高度の技術条

{ij:を湾入し， 需要iliiでは， 工業部門における資本

；集約的技術選択を目指して，農村およびその近在

での工場建設， さらに農業生産財工業の重視へと

＊まざるをえないであろう。 しかもそれぞれの同

Huit 単独では進みえないのであって，

をもちつつ進展する。

相互連関位二

(/l l) 固定資木の現存量と消望号財余剰の規模のう

どちらがれ出交，~（の可能性により悦（ l、影響安 1

トるかは， '"'" 1!10に断定できない。 I，かし，＇.＂(I／＼：ふ

れ済充！長内初j切には， f走者のはうがより強い規定性を

もっという考えをもってL、る。

（、12）た Lえlr, (1) M. Dol1l入SovietEconomic 

V.：凶 .Zopment日I/CC J.'JJ7，とく仁if¥9 ，；，：。（2）菊池，＇＇

れri上会主義れ’：と日級飼争J,r 111・ 'N.J:, rれ和4:!:1,1 
）！。
(it 3) モ沢東「関r合作化的問題」，『農業社会主
,i'c, L:( ,[j文集』，ヨ5:-1 T, 21ベージ。

( ( 4）『毎ii X!r IJi,み昭有］42'[3))9日。

II 商品化食糧供給面における政策の変遷

Iり49年から今iiまで，商品化ft慌の供給増大，

市長の軽減のためにとられてきた攻策を， Iの整

理にてらして略述すれば第3表のようになるo

iリs:1年11月から1956年春までi.t, 主として分配

m11；笠の変草で切り抜けてきた。 EJ5G年から合作社

化とともに，農業生産力の投入が始まる 1958年か

ら農業部門が新しいしかたで対応し始める。 それ



第3表商品化食糧の供給潜加とお妥の軽減を

はかる政策の変遷

以後今日まで，三つの系列が強化された形で進ん

できている。ここでは，商品化食糧の供給面を決

定する 2局面の政策変遷について簡単にふりかえ

ってみよう。

1. 分配制度の変革

1947年に始まった土地改革は1952年に全国的規

模で完成し，封建i也代を取得していた地主が 4 掃

され，農民が土地を保有する小農経済が成立した。

分配面では，それまで地主階級が取得していた

3500万トンにのぼる食糧が，政府および農民に配

分されることになった。土地改革直後に、政府は，

主として農業税を通して剰余穀物を掌掘した。わ

れわれが注目すべき点は，土地改革が大勢を占め

てからの商品化食糧の変化で、ある。

1951年の具体的な量は不明であるが，土地本命

完成時の 1952年には，政府買付けと農業税を合わ

せても2775万トンで，解放前の封建地代の 79%に

すぎない。 1952年から1953年にかけて，商品化最：

は需要に比して秘度に恵化したensl。小農経済下

の農民が采！；余穀物に対しでもつ行動様式が典型的

に現われたと理解できる。

この矛盾を解決するために，政府は 1953年ll)l

統 a販売購買政策を導入し，農民が自由市場で食

第4表商品化食糧と商品化率

午

土地改革以前
1950 
195[ 
1952 
1953 

1954 
1955 
1956 
1957 

1958 

3,500(1) 
3,343'2) 

2,775くj)
4,150＇叫

4,510") 
4,300'4) 
4,172'" 
4,721 (C,) 
(5 ,296'2) 
5,565＇叫

18. 7ccl 
20.4＇叫
18.1 (G) 

25 ''" 
26 ({i) 
23. 7＇川
22. 8(7) 
25.5'7) 
21. 2"' 
22. 2(7) 

〔/Ji所〕 (1) 本刊資料室論文，『統計工作』， 1957年，
:'-Jo.17, 4ページ。

ロ） 『偉大的十年』。
(;:) 沙千里論文，『人民日報』， 1959年10月25日。
(4) 本刊資料室論文，『統計工作』， 1957年， No.
19。
（日） (J）その他より算出。
（心） 曽凌論文，『経済研究』， 1952年， No.2, 15ぺ
ーシ。

(7) 各年の公表収穫高より計算。

揮を販売することを禁止した。これは，形式的に

は生産関係・分配関係を変化させずに， 市場統制

によって剰余穀物を掌握しようとする試みである

が，実質的には，生産関係をそのままにした分配

制度の変革である。生産関係の変革を伴わないた

め， 導入された制度はきわめて不安定である。こ

れは，この政策が導入された直後，農民の必要量

まで買いあげるという行き過ぎが農村一帯に発生

したことによくあらわれている。 さらに，その買

いすぎが 1954年から55年にかけて農村の食糧危機

を芯起し，ひいては，のちに述べるように，農業

政東の大転換（毛沢東「農業合作化の問題についてJ,

1955年7月）を導き出すにいたるのである。政府は

この新しい制度の不安定性と行政上の諸困難を克

服するために， 1955年「三定政策」を導入した。

「三定政策」とは，各農家の標準産出量， 固定的

供出量，固定的配給量を確定し， 3年間変化させ

ないというものである。

1956年の高級合作社化により， 「三定政策」は

7 
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件）九家から各行fl二社へと適用された。

政府の食指：1,1］／＇.［に厳しい批判1'1'iミノ'ft円（UII年にu,生在関係と分配首jl]i｛とをnu応工る大きな変化iし

ひいては合作社：l,IJ

分配面JJ)'.l,IJ この事実は，

fJUH/Bfcぴ〉もに／｝，

rt：二；三で批判が及んだ。

t;:;Jn;,e, CdL, 分配制r(tを安定化させたことでふる。 l!J:i:1

年か「，57 ;f 5:℃（I) liJJ 11d1 fヒ訟は安？としていと己（ ,j ;; 'c 

し/J，し、出！］Jiとして安，iごしたのは l()jli午以i灸であ

さ司乙

f!;f変；＇（ t~＇ ('  l ご；；tR’fi，店fヒ食料の！問題は iでに切り政

けんれなし、限界に突き'1-iた.'・cいること企；i汁点るといえ工うっ r卜巴杭；，'fをとっていた I%:l｛ド刀ミ；＇，

：生産力（／）t白九 lJ:住r'七し＇ir,,1I：をはかる

{H1t上｛ヒ仁，l)j［（司／、i古！か＊）c'( ：：：， をヌなくな J f,-,o 

ぴ）＇：：あり，{Hi二ti（ヒ以後ω

i］、民主n丸山
;';-f十社jti]J支

;i:'i午まで（i))lfj I川七量、り水準が，

fiti, 57{1三と｜己jじ？あるとし、うことtt,

分！日制度が（ff,¥71化率t二及i王す影智は， る労働組織の』i均併比；；ミ業投資の増大とい「） )jilij/;'; 

ミーjしである。+Jlt経i労のそれと同じであることを立［去しなL、c

産業生産力の建設2. むしろ， 11おしらゴラら；：が分配問題で，jミす典型は，

本来，農業労働生産性の推移と商品

化食料ーの係移去の関係がぬ討されなけjHt、Jならな

本Jj'jでは，そn/&,lけ5メ｛F/J込：：）

「包干(ljljr+,[.! ( ; .が導入されたが，分配信I］ほとし

ては19日付～[i';"if'二と基本（（Jには変わ J ノーとl、れし、。

年初］めど二!c；えるべきである。

~u"i こか ;j) . ) その作業の余浴をもたない。L，、均二，

r[1共rJ1央がし、かなら技術条件全導入して民主て，分l旧制！？支のみなんず，fl(j;((,Jな

III，，ぴ）, ) 建況を行なおうとしぐさfこか主検討し，

ii.さとしたし、。

分配；出！！との変化どけii＇性によ Jてir:士ってくる。

qi :Jlc中央が最初に行な.> 1こ全iは範［耳！の農業建l没

山山），t;,;t出1lk5カ＂￥，Jj耐のq1で発去されたもの

で，実現さ；／1i二jむ＇）§%を説明すれば誤りであろう。

しかし句長，；1E研究はなL、が， 1957 ｛）までに民主vJ

'hi効生定性か汗しく 1,,1I；したと；よ芳λらh，’ぃ、ん

現実の情況のなかで漸次修了［さその後、ーむあ l)'tr~lC！） 労働生丙－'l't:が不変と仮定してもヒVし人，

将来にわた－，て斗1111 れてL、リ／三。その修正こそ，t, ;) ；いないように忠、，／｝れる。

111 l:i で細谷された穀物の 11\ii',/dじ世ど分ri~

もしこの仮定がtr:-:
7七店主党内部に大さな路線とのねj違を生み落として;/lhi工，

論争のおもな点はラ

］企業における生産関係と生産力t0）照応の

問題

生産力詳のなかで芥段階におし、て基軸にな

るものは何か

いく））？：［！；＿1となずんだのである。

）
 
－
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合作？上是正1年

ョ：山Ui
 

(2) 

小山世；斉♂iuiJLt¥，ピけさ：工J的にした土地となろう 3

それとも既耕地内単位i厄積当たり

。〉：生産量の増大をはかるか

の：i；.＇，，：、である。（ 3）は（1), (2）に照！ιして似Jv、ている

14H笠か，(:3) かえ lて妊i高発fJ,1のIIL＇；要因にたること

fr作社化により、平年ii二で 4500～

改革：土，

がよみとれる3

三こでは（1), (2）；こ1:tt(i、を合わせる。

第 I 次5 力年，n-両日、？にみられる民業建設構j~＼

。〉三、、

,jrj()I)万トン以ヒの向品化水準が保とれるようにな

そのほ：J発民する国It経済をi分支えらっfこiうヘ

I 1) 1%6年か「，：＇， 7＇に方、 u－亡〉、ー、一一、ヤ V C 

オLるものでtLな i!'., ＇こ

中IEI農業の将来同としては，

）；＇~業集団化（イj

ご： n1’E

母i.l,l;は大rpI,1に食いつぶされた刊BJ。大ほのが〈山を

8 

i与び正支i(Tのft十七＼｛；主将it増大せざゐ仕えず，
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力'F,fr［両i終了時には，

義改造
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!'.1主（T)実現が可能である U 、「｝点である。

'.2i 毛沢東の修正点

この片えは， 皮肉なことに第 l）欠5カ年計商が

1955年7月初日の第一期全国人民代表大会第2同

会議で通過したその翌日，毛沢東の「農業生産合

作化の問題に－＞v、てlとい。う報告で修正の第 l）歩

ど踏み［ばした。修正へ1,'ijかわL／／）た行済的背景と

Lごは、先に述べたように、 l'C,1'f,kから1955年

i伝に；）' ヴての， 農村における深長I！／ι食撞危機， 与町、ー

＇）‘、 経済作物の不振か資本者w山主要な部門で
あった軽工業の不振を招いたことなどが挙げられ

る（注12）。

しかし，かれは，農業建設の将来図，およびそれ

に韮る生産関係と生産力の照応関係については，

少しも修正していない。 ＇）まり、 初級合f字社は新

式古力農具体系に照応し， ,rhtJk {,!1：れは動力機械

Ji'; 6表 毛沢東論文lこみら；！ I. '., J;t )'i'：主it”交の構忽

l 量産関係－~.生産力の投入！問 製

第1次？カ守初級合間化I!t；舘禁法違自｜
計画期（日！？）附完成 従（新式衛力農｜

¥ Ii l具体系） ｜ 

1 9 6 0 i全面的完成 i I 
土 ， 4～5穏当芸高主

流：1,).'. c，カ年高級合作社｛ヒ，，；；j級｛：「f1Hk乙1の調製（大

計四1iWl（ヨ忠）の完成 lワ院議長：ペ費税こよ

おい欠第5 ' );; ：＼＇！桝；こ i；ゑ1
i欠日む子 、！その強化 JJ己主nuuじの：：cI 
計画期間？） ｜成 ｜ 

体系に照応すると考えている。 さらに大現機械に

よる大規模開墾という袴えも変えていない。 修正

した点l主2点ある。 第 IlU土， ti会主義改造を先

｛「させないと農業機械化；t不i可能？あるという点

を， 明確に打ち出した三とであ；：，つ 三れには， E欠

び〉ような実際の経済的背l;(h;11{1L jこ。 19日年前

後の貧農・下層中農の 1戸平均年間投資額は100元

未満であるのに， 当時における技術革新の花形と

10 

7;えじれてし、た双事会双鋒翠は 1同3年rJ、I'm1台100

JC, ：）：：年秋以後70～80元であ／ノたとし、う。双輪双

'.ii/:.i:d1 2 y長引きであワ， かっ他の作業機をj)j二用し

なければ投資効率が悪L、。こうしたわけで，

社化の先行が一定の合理性をもっていた。

合作

第l次5カ年計画!I書：で 1962年までに完成となっ

ていよ守主lir/J,l）予定を 2年繰り IJf亡句 1 9,;o -:1三まで

r－うじ！IK土L, さらにその間は社会主義改造を主要

任務とすらように呼びかけている《 第三 (I){I事正点

(J, 1 '.H:i7 Ij：までに農業機械化が広能i二実！泡主れる

という予想に反し， 第4，第5次6カ年計闘期に

後退させたことである。 これは， 工業部門の生産

水準を考慮、に入れたものと考えられる。

毛沢東のこのような修正も， 実際の連動のなか

で＇fil＇－｛お二 i土再修正されてしまうのである。

（九） i同 (iii：までの合作社化；l主要）Jトこよる修正

l:ili注文iゾ、後ラ 各地方の農業｛Hf社化泌引は急速

に進み， 1955年11月には中共中央の第七期第六中

全会が聞かれて，初級合作社化を 1957年中に完成

しようという決議がなされた。これは， 毛論文の

1960年までに初級合作社化の完成という予想、を，

主人 ；：＿ '.¥ y1／めたものである。 しカ・し， 実際はこ

(7) （九誌の予想さえくつがえして， 195b年春までに

高級frfHt1ヒの完成をみた。

したがって，その時点では，く正；i級f;-{1三社一一一人

力小農具， 旧式中型斎力農具体系〉という照応関

係が，現実の姿となった。

これに対し，進んだ生産関係に追いつくために，

新式市力fl ［~の増産を行なえとし、う主，Jtが出され

t/lI<i, <i/j級合作社一一新式高力民共体系〆という

J号え；iJが，現実の政策のなかで定芯してL、勺た。た

とえば， 195忌年12月の第2函企仁lcj農兵工{1会議で

は，農業の機械化はトラクターの導入によって尖

現されるとU、う考え方や， 中国の現状では旧式農
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;r.i:; 7表 双事会双締烈の4,i,主よ供給

'!)i ／江： l’hfi)

年次；！J:: 斑l供給 li市貨
19砧！｛｝日・ I o. 5 i 
195:.i I I 4,,, i 
1%( ! 5.'! :o日日～川まで1
1955 ' 57 "' ! 411'" I 
19九十i! 179. ¥ 川 1 UliUi''•' 1'1571,, '" JJ 
19λ7 I 68.リ＇ I (I. 5'''' ; YO什
1958 I • 62.5〔け｜

01＼／叶〕 ( [I 習法制文， j＇経済研究』， l9泌年， No.2. 
(21 本1・lj編持部論文，『言｜・岡経済』， l956 1f, l¥’O 

（：；） 『我閤鋼鉄，電力，煤炭，機械，紡織，造紙1:
業的？庁』， 123ペー
(4) 季娯威論文，「計幽経済jj, 1957作， No.10, 
7／、.：：＿ .. /o 

(5) 『体大的十年J。
(1¥'I 『員十回経済J], 19昨年，＂＇ 0.:,, Hべ＿ .. : 

主体とし，かつ，労働力が豊富な閣では，農業機

械化は一部の地方を除いて不可能であるし，不必

望さであるという脅えが支配的とな＇.＇た（注 16）。その

結果，新式畜力農具工場は，再び綜換されたのみ

ならん 、t,11寺建i；夜中であったこつのトラクター工
場内連設ぺ寸ム， 19:i11,r仁社見合;j）せたitどであ

., t世「／1'17)，ι 。

(4) 大水干1］建設，積肥運動による修正

1%7年の反右派閥争，それに引き続く！呉村にお

ける社会主義教育運動を経て， 同年10月から全国

的規慌で始まった氷利建設，程tRE運動は，再び，

生産関係；こ照応する技術条件という考え方に，新

しい修正を要求するものであった。高級合作社で

は， Aつの経営休の規横が200戸前後であったが，

具以外は不可だと L、うちえ方が批判され、新式百 人民公社では 4000～5000戸となった。この巨大な

力農具を今後数年間の食品増産の中心的措i置とす 規模の単位を，単なる行政組織体としてではなく，

るというちえ方市：i：：；：択された：い 14）。瓦;7去；t，おiよ 有機的な結ひ、つきをもった経蛍体として定着させ

芸具山代表明占有さえハる双輪双冷梨〔1，生産ど供幸三ぞ るには， u、かなろ技術条件が必要であろうか。現

示す。1955年後半から地方機械工業が新式畜）J換 支ーの動きのなかかん，次のような想定が可能であ

具工だに11T,hi成主；／l,, その主，rrにil'.i.H争ーがん‘けら，jI る。
た。しかしラ 195fi-'iのた勺的必普及llll始とH時；二，

双輪双鈴型はいくつかの技術的，経済的理由から

挫折する（，，，；！，）。泌7表山195G年， 57年の生産，供

f会，滞貨の件項はそれを示してい心。これは， 11:1; 

級合作社に新式畜力農具体系を照応させようとし

た政策の挫折を忌味し，さらには 1956年の経済保

張力‘ム発生した各弁~門の不均11ki とあ L、ま J Pて， ;;1 

業機械化政策ので案者に混乱と迷いを，抱かせろ

に至ったようだ。 言葉をかえていえば，当初の

ノ高糾合作1:I --101力政械体系〉七、う構図が， i汚

産と同品fヒボの引卜J:fのために合作仕化を先行き

せた結果として崩壊してしまい，さらに， 一一段低

い技九j条｛’｜今ケあ：；新式it：力農只のiti/jJ工fi尾よく

frh＇，、えた hったこと心、ら， 11 I国(I）ような稲作＇.！：

人民公社 (1）水利体系

(2）旧農具の改良型新式畜力農具体系

水利体糸を軸にして， 旧式小農具・中型農具の

改良されたものと， それ以上の農Jt・農業機械が

人民公社を経営体ならしめる技術条件であるとす

るものである。ここで重要な点は，水利体系が中

心をなし，労働手段である農具がわき役になった

こと，および，人民公社のようにE大な単位でも，

他に基軸になる技術条件が存在するならば，労働

手段い！日式ノト・中型農民の改良型（人カ・市力体系i

でも有効た技術条件であるとし、う想定である。 こ

の当時は，現実の展開が激しすぎて，生産力と生

産関係と川沿係，および生産力群のなかの各技術

条件山位fr,づけが，理主；tt1じされなヤままであった。

I I 
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とれに対し， 1958年初期には，倍統農具のていた。

とu、

う考え方に到達することによ J》て，伝統農共，改良

農具，半機械化農兵（新式畜カ農兵〕，農業機械とい

ぅ；自轄を成立させた。そして， Iり58年に行なわl1

た当面の農機具方面の技術革新運動は，

改良民只を主｛本にすると

われわれが以上のように想定したのは，一つには，

人民公社の形成の母体ぷぷ利建設運動であす》たこ

と，二二つにI!:,1958年初］めから大尉似な農民の農

具改良・生産躍動が展開され，それが今後きたるべ

き t~業技術c1z1r; ,1，萌芽と Lてと人えられて， i%0 

年の中ごろまで続けムれたという事実に基，5いて

改良lここそ農業技桁改革の耳！？穿がある（注19),

当時の技

術、資源条件など！J込れ，

したが ・.） て， 195G～57年ごろに使われととしfこ。

た新式畜力農具とは範時が異なる。

生産手段の土地改良設備，ダム，

労働対象の瀧概水との統一体と呼ん

いる1¥hらでわ

水利体系とは，

この点、を確認

次節の人民公社工業をそえる鋭しておくことi土，

水路などと，

でおこう。第 1;j~ 5カff11十［白書やE沢東論文では，

水利の問題は重要な事項として者えられていた。

そむ土佐営体または生産関係とが， L、か

合にきわめて重要である。 1956～57年の場合で

一定の設備条件をもっ大中沼市の地方機械工

！日農具ーの

U, 

業が新式函力農具生産の任にあたった。

そのような改良は工学的にみて簡単であるから，

良呉工務J一定の設備条件がl'{:{Eしなu、地域でも，

を建設することができる。

1坊を大量に建設できた技術！二の理由である。 196~：

農村で農具工これが

なる関連をもつかというとらえ方はされていな

い。 1958～59年の運動のなかではじめて提出され

た問題であおり、えよう。各種生定t11がも d ,Jl!l:業

生産への影響およびその位置づけに対する理論化

の試みは， 1けらけ年に農業近代化山／こめの‘ 4ft＇’ 

し泊、L,

この範鴫を次のよ年 5月20日の『人民！日報』は，

ろに書きあらためている。

水利化，化学化’ーの早期一一機械化，電気化，

そまt！.みられない）達成が提唱きれだときには，

つるはし，かく；！) , ！］、民Jt一ーシ γベyレ，(1) れ： -t 、経済校心~経てHf知こ向カけい始めた EH-i三～

まの類（鉄製か木製かの！叉別ははいっていない〉。農業投資効率をいかに引き上げる6::l年ごろから，

農業用小船，

水中＼風車，雪>I,t妻，むなどで，現存：の中国

農民の保有は｛也i乙比して最も多し、 ξいう。

旧式中型農具一一大八車，

中型農具

Lイ）

12) 政策と結びついた移で本絡i下jに

展開されるようになった附18）。

/J~i}tに対する芯え方 fr：若干修正したことい，

1958～60年の運動を理解する Lに逗要であ石。

1957年までは，伝統農具，新式畜力農具，農業機

かと u 、う観，.，＇，~で，

馬耕農新式中型農具一一半機械化農具，

具

農業機械

（ロ）

f三統！；ミ呉t主主として械という大まかな3分類で，

入力，新式高力；農具は高力を主体とする農業，

改良民兵：をエネルギー源基当tで（1）と

(3) 

ここでは、

出
品
｝
円

業時同は機械部j力による農業とνぅ混合せカ‘ Jc':;え

られていた。1956年の合作社化以後，新式畜力良貝 (2）に分解していると考えられる。

人民公社は 1958年8月から12月までの創設期を

経てから，整理の段階にはヤ「た。 1%9iF8月の

それが人力体系の旧式農具よが喫励されたのは，

基本的な経営単位は高級合作社に匹

敵する生産大隊であることが確定したのである。

鹿山会議で，

り生産性がr',7iく増産効果があるとし、う理由かんで

あった。そこでは，伝統農具は遅れたものであり，

しだいに主流か「】傍系に修行するものと考えられ

12 
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〈注17) 鼠林論文， r首;j・il!!J経済』， 1958午， No・4,24 
ヘージ。

C;18) こ：，.：司泌を i:: た論文 ！と， il！仁充た

1, J ，. 喪 Ji ‘1九 il:.fj:＂の凡＇!i'J~科 J, Iパバ〆i羽［HJ点、ふ 11({

私140年9fl，川和lぶJ王r，.ド凶農業の技術改小J,j＇アジ
,・ li:R',ll, t町；拘1411年9月＇，! 川あげらヌiぐ叩P

lノ li.19) lん i 日報』， I (l;-,8fド3：；山Ii。

( /1:20) 11'11ル俗『人 Ji.'.;公社』， L山小川 Jj}, J:.l9ペー

盟 大』'(I(巡期にみられるに業側の新し

い発U（と商1'i?1fじ食糧へ什I；苦饗

1. 商品化食糧不足に対して工策部門がとりう

る若干の政策

rでに I で整理して －~）U、fこ上う：，：' 第 l（ι武本

集約的な技術選択により，第2にI：業を農村ある

いはその近くに建設すと；ことにより，第3仁三業

生産財工業を選択することに上り， 同，＼／，化食悩へ

の＂：，・，咲を軽 i;N1 '.1こと心 iぐきる。

第1の方法は，需要の鮭減効染をも－＿）ボ， "if!.に

より多くの建問資金が必要書であり，ぎ人に， 労働

力刀‘相対的に過信ljな経誌にとっては、震用i/¥J:,Ti，こ

直面する。この意味において， 商品化食糧の需要

のれ沌と雇用n解決は：Ht背反的でふる。 二び）I}司

題については， すでに石川教授によって理論的実

証的l三洋しく，，命I＇.ら iLC，、ろのでう tit，；命はきける

第2の方法は， 工業生産地を蚤村または農村近

在にす）ってくることにtって， 丁 j仁労働者t／て｛主

かれの家族の食揮を，農村のなかで引給すおか法

である 1 こめJg什，かjL tたはカ.；l 〔！d家族ん士ti業

か 1・，離脱しない4とが＃di：となる。，11悶の現状に

照して，この問題を考虐すると，工業建設地を次

の上「｝に分けるのが妥刊で:Jr，る。

(1) 農村内部

(2J 奥村近在の町また；土小都市

14 

(3) 大・中都市

終村と都市の行政的定義は， 1955年11月の「国

務院都市・農村Fくわけ標準に関する焼定！で，

次のように与えられるOl22）。

F城鎮i

（イ） 市人民委員会が設置されている地区

川 県以［ての人民委員会所在地

H 常fl：人口2000人口、上，，JI：農業入n:io%以上

の屑住区

（斗常ft人口1000人以上の場frは非主主人口

70%以上の居住区

号室村はこれ以外の地域となるつ

「域鎮 Jはさちに rlJi¥:市J,l:: 「集鎮jiこ細分さ

れる。この分類基準として，中央直轄市〔たとえ

ば， 上海， ll：’ぶなど）と？？直轄iii（守二として行部）を

「lJix1tiJとし，他を「集鋲jとする案と，人口 2

Jj人以上ん［城市ーにそれ以下を「集鎮！とする案

とぷ提案されていたが， その後とちらを採用して

いるかは不明である。

196'.~ if仁川版された『中華人民共和凶行攻区書lj

簡冊，riによると，行政区画は次のようになってい

一，
<J 

約一」：：~~~~土-ii~：公ネt
er凶i) (r/:1;rn) （ベ；fr1:) i 
ここで， 県以下は築者がつけ加えたものである。

/}' 11, 人民公社iこ大九五分の l集怒りが包抗されて

いないとする根拠は，すでに別稿で述べた (/t23）。

三の行iJ交代i函と山市＇ t三11月川JJ務院規定］こを考

えふわせれば， わjl. われが先iこ分けた；t地域は，

中間では次のようになろう。

11) 農村

(2) 「専区直轄市J，県級以下の「集鎮」

(:3) 「＇(i'1!11照市j以上の大中都市
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さて，そわそれの地域 in 21：に工場が建設された

場合，商品化食糧にどのような影響を与えるであ

ろうか。

第u：‘ iil‘（2）の場ひは， ;1是；業労働と枯：コ、つb、

た~節j~＇｛f，リI:¥,iJ /1, 

およびその家燦の賃金挙i金は，農村で支給される

ことにftろι 明2に，（2，の士号合，農家の i労働力

が農業主，＇hm／，山離脱して点、 がれの家i夜rt;n村で
農業に従事しうる。第3に，（3）の多くの場合は，

家族を含めて政府の商rfli化食糧の供給を受げなけ

ればな勺よい、であろう。中［Ti－：は，（3）のJf;/,,す虫

身者や＇f1.JtHHが多い上ろでふるが，三j1 •• :t (3）の

変形と考えてさしっかえない。

第 3 のか＇（｝：；ば，；ii~fYJするまでもなく，農業生産

財工業，.上T'(J，ら農業／び＞ff/原の plow1川Liえを可

能にすろ ナ i') 」 J

一ー般重工業に：:t農業生産財用の中間口fが合まれる

が， こlIi ) 投重工業円六点、のわずか：crm分をし
めるに1・ Y 7＇.，下、。また， 中千 T業R.1の工業rn11n1から

農村への資慨移転は農民の労働意欲に対する影響

のほかには操業生産にかかわりあいがないので，

舟主重I：主r/lJ;i｝合と詞じ効果をもつに十ぎない。

第2' コ＇；:i ,11方法をねl,7<｛；－わせるとおりぷのよ

うになる。マス内の数字は符けにすぎない。供給

の増加係数とか，需；要の鞍i減係数とかという i，の

ではなU、

があれ，If；：二，／ 1 こプれ十 1と［， 逆の場合：士一 lとし

た。県級以下の「集鎮Jと農村との問に謹がある

第9表 川I!/J/1 c'l 雇用， JJ'l1~ ＇t,ir ，の物的ト＇； A：りみた

｜売l',:',i仁主主報の供品：；Ji:'/IJ!l .t たは需要杯：＇·＇~＇！ 斗梁

｜ 建』：！＇. ・J・ る T 業の援活
地域 l I 

I －般工業｜農業生産財工業

大・中部市｜ _;・ I の

県級以下山 iffr'rJ I 0 

農 ltI 1 ! 12 

のは，家族内の～二の労働力が農業から離脱す

ることを想定した結果である。農村で農業生産財

工業を起こすことが，商品化食糧の不足を解決す

る疋めに最もよいJii主であることがわかる。

2. 1957年までの工業側の対応

農業生産財工業が全体の工業のなかに占める比

率必らびに地域分布を示す直践的な資料はえ人れ

ないので，代将的t.c資料を使わざるをえなヤ0 ';;1 

i;うこらカ年計闘終了時までの農業生産財の供給

は， 主として輸入に仰いでいた。たとえば，肥料

では第 1次 5/7年汁画期の総｛共給ほ 620万トンの

うム‘ 420万トンが輸入品である。輸入の曾jen士宅
実に 3分の 2に遣する。 1956年までは，大連，天

津， p}.j京の各工場が生産していただけで， 1956年

末にゾ連援助仁上る芹林肥料仁l誌が生産を開始

I_., [.,J内では大古川iに存在す込 i工場が供給者μ

すぎなか〆 ） ＇！；こ。トラクターにいたっては，57年まで

し＇）保行台数 4万 4'.)7:l台のすべてが輸入品であ pた

し Fンパイン｛土保tl台数29日れのうち，！：'Fl産ii

務10表全工業生産総額と農業生産財総供給額

（単位：億元）

作産財時産財叶総額消費財エ '11 1］）比率
生産＼＇＼ rt 供給額 （%） 生産額

IY5:1 I 166.8 I 19.2 I 4.3 I 280.2 
1954 I 199.9 I 25.0 I 4.8 I 319.8 
1955 I 228.9 I 28.2 I 5.1 I 319.8 
1 CJ5時 I :120. 4 ! :l7. o I s. 2 I 38'.L 2 
1叫~，7 I 379_,1 i 32.6 I 4.1 I 40！ーら
I 汁九HI 770.:l 66.8 I S.l I 5右上対

(670) 1 I (S 7) I (SOり）

（注） かっこ内の1958年価格を除き52年価格。この
N;は， 仁業総生産額中に占める農業生産財工業の
！＼：産比率の代目：にはなりえたいι モ－れは次の日1!1!1
による。（1)Jl'Jc業生産財供給額は多くが輸入によ〆〉
ど構成されとしも G (2）評価価械はtl,.,1,fi話と考えられ

る。生産財，消費財は1952年価格。（3）生産額，消
費財は工場渡し価格であった。（4）農業生産財供給
額のなかに手工業生産のものがはいっているか杏
か不明であること。このころニFL業生産のも川上
かなりの比五tc:/iめていたと1えんれる。
(/[ ＼巧） il'偉大的十年』， 76, 150ぺ－:Jo

Iラ
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わずか149台で， 95.5%までが輸入品であった。

第1;¥ 5 '; {f二計画期内民主生産財供g，池山、 主
として国外ゲあって補完的に大都市がi-)' ／（ノてい

たといえよう。

合作社化が成功する前後から， この様相は若干

変化する勺そ九は，新式音ブJ農具の牛rl立；2速に

進められた、二とによる。込業生産財の供給ほが全

体的にどう変化したかをみるために， 第1()去を用

意した。 二，＇）表は次にH；百されている EJi rJ，産

業構造を示1ーものではない。供給量の変化とその

量を鮮明にするために作成されたものにすぎな

い。これを見ると， 1955～56年に供給量が急、増す

ることが;jI山る。これは句 ミ17表です C，こ－＇）として
あるように， 現輪双鋒:i'を中心とする新／（i'fi力農

具の供給増大による。 この生産財の生産地はどこ

であろうか別稿ですでに詳しく検討したように，

それは中心（iリノた都市の地か工業である；L0-,I＜，県級

以下の「集鎮」はいうまでもなく rn26,,A主千の省

を除いて，省直轄市さえも，その生産に巻き込ま

れていなL、c

これH, 次の傍証によ iても，裏パけられる。

新式畜力農具は， かなりの鋼材を用いるので短期

間内の大量生産は，手工業では不可能である。こ

れに対L, :S（区，県級以下のi也方工業i士総生産額

表示でぷ（）～！HY：~が手工業生産注目であり， 1Ji1；営の

国営工場は 1955年ではl県に2工場平均しかなか

った世間こきらに， 「地方工業は大部分都市に集

中し，良村にj!j-1r、県のj也方：I＿業は195:1＇｝二円低生産

額表示で全国工業総生産額の3%にすさなかっ

た」f住2日）。 この資料は新式省力農具の生産が専＼＿［，

県級工業を岳苦込んでいないことを示 ji》わであ

る。また，］（l;i6年の社会主義改造以前に他方工業

の主体となっていた私営工業は，総生産，額表示で

じっに70%が北京， 天津，上海，武；莞，広小H,i審

16 

陽，丙安， 貫主農の人口 100万以上の8大都市に集

中しぐいた(IU”と Lう資料，さ i',l之、 1954年のi也

J;:11常企業の総生産額に対し， ！：立業生産財生産在（j

は，たった 4%にすぎなかったということは（印刷，

M大都市を中心とした地方工業が， 1955年から

1:f,71cfまで‘の新式市力農具の生時を行なったωで

いないと推測さ九九

以上の検討から，第1に，現代工業によって生

民主hる農業生在＼Hの地域の問題i士、商品化食織

の；五嘆の軽減効果をもっ方向ではなかった。第3

に， 1955年から， 8大都市を中心とする地方工業

内部で，農業生産財工業を重視する構造変化が若

！二1よられた。しかL，これはすでに述べたように，

去も/J:.く，困難に1（（面した。

子工業（／!'12〕による農業生産財生産は，これとは

様相を異にする。 ここでは，各種手工業のうちで

比七比重の高い， 間体手工業の生産地域と産業構

造について検，，.J-t／.）ことにする。

第11表は， 1954年の個体手工業全体の地域分布

を，J＇；す。総生産額では農村部が GO＇；｛，近くを占めて

L、る、従業員数でも農村の兼業手工業者が多い。

第12表はその産業構造を示すものである。手工

業の生産財はだいたい20%で，そのうち 6%近く

？と用生産財である。われわれは，この数依に

注目ずべきである。地方国営工業では， 1954年に

総生産額表示で 4%であったしり¥'33＼また，工業

イト体－・？は第10表でみたように， 輸入を含めた農業

m生産財供給制でとゾてみても， lit高が195(i年内
ら.2%,iJ;J内生産舶のみであれば， おそらく、ド分

(2.6%〕以下であろう。つまり，つぎのようにい

える3あろう。 19ふ1年前後，農業生産財工業が各

地域の全工業生花部に占める比重は，大都市大工

業が最も小さく，手工業が最も大きい。手工業内

部を分析するとこの結論はさらに深められる。
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（注） ( 1）総生計1初。（2)t主主bl数。（3）企業数。
（出所） 『1954年全国個体手工業調査資料』，北京，
1957年。

1954年の全国jJ/,lfi資料からえられる大・中都市の

資料では，本撲だけがとび抜けている。大都市に

対し；｝H部が大部分を占める各省資料をみると，

福建討の総生産額支示の比率を除いて，いずれも

全国平均5.88%をこえている。第2に，各省資料

のうれ，従業員｝U1主と総生産表示の二つがでてL、

る4省農業生産財についてみると， いずれも従業

員表；｝て：

いる。これは，操業生産財生産に従事している手

工業者の 1人当たり生産額が低いことを示してい

る0 イ崎札民民の兼営手工業者が多いことを示

第13表は 1954年の全国個体手工業の調査資料か している。

第ll衷 1954{1似体手工紫？？の地域間1＆！七

地 域 ,H：生産額返らI)I従業員数ω

都市部 I 42.9 l専業手工業者
i;'tl't部 i 57.1 i 叶00万人
っち， 1/1『＇＜：手工業 fr 20 :l 1奥村校長手工業

~k業手工業計｜ 39.り 1者 woo万人

（注） (1）については原資料に将千の問題がある。原
資料Il 1わ＇）ょう』こ／仁 J ｝ていろJ
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農村部分の内訳は2系列が一致しない。第11表は，
！，辺の系列4’正しLとλて右iU円系列を｛11:11LtこD ヂ；
,tでは従業 ilターム；~ ））、りでたく，生産店l；守、ムでも

兼業手工業が多いことは『1954年全国個体手工業調査

資料』の各省資料にみられる。
（〆出所） ,1,,: t芸文 lPr:f1国的仁さにム北京、 i叶G7年，
103へ〆 O

(2）「第4凹全国手工業生産合作社会議的報告J,
『新華月刊』， 1955年， No.9, 141べ一三＼

第12薮 19544'-全国個体手工業牟産業構造

~ 

1'1• 業 1 i:,'iit it（＇｝右）

ロ
旧1

」

業

鰍
ロ
旧

工

汗用
教

手

化日
文

よ
A
J

内
口
ハ

やり

務
千
円
ノ

消

生産財手工業
うち，工業生産財
農 ；（ 生産 H
そ n；也生産財

18.96 
12目45
5.88 
0.63 

4
2
2
 

0
5
5
 

ヴ

d
Q
U
7

m
d
c
o
 

（注）構成比合計は96%となり， 4＇.泌がかけにいる。

輸出向けかそれとも計算まちがいか。
（出所） 白台文， i'ifjji';詐， 101～i何ページ｝

第13亥 主要地［天における偲体手工業の産業構造（%）

(1954{f今〉

l又 分 全生産財 ｜農業生産財

全国平J'.J(l) 18.96 5.88 

上 海津(1) 23.95 0.2 76.15 
コノコ、 (1) 24.42 1.26 75.58 

荷本
(1) 7.92 0.55 92.04 
1：二（1) 28.6 19.7 71.4 

i河査 官南辞 省省m 21 6 79 
15.1 

it粛 rf'Z) 17.8 71.5 
il) 11.6 6.4 88.(i 

新安説徽省jl［＇（~i 18.29 8.18 81.21 
16.5 9.75 83.5 

福建也、（21 6 84.9 
(11 18.9 2冒2 81.1 

江子lj1?) 21.51 67. 16 
11) J:l. 98 9 81.()l 

阿川省（2) 12 71 
(1) 16 6 84 

貴州、l省（2) 26.56 9.6 73.44 

＼、全国j円り，大都市、各省、の個体手一［主の産業 第 2の点は，さらに次のことも示している。独

構造を拾い出したものである。 立の専業手工業者の場合には，従業員表示と総生

第13表から次の 3点がよみとれる。第1［＝.，大都 産額？を示による構造比は，それほど大きく相還し

rliでは農荒生産財の比重はきわめて低いというと ないと汚えられる。われわれは，すでに専区・県

とである。本渓市は例外と考えたほうがよいc本表 の「集鎮」はほとんど手工業者によって構成され

に；ま掲載したかったが‘ 1957年の人口出Ti入をも ていら三とを夕、什pている。どから，これらの地域

つ無錫市の場合は総生産額表示で0.29%である。 では，総生産額表示では全国平均の 5.58%に近い

17 
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構造比率をがすであろうが，従薬品比率では，農

村地区のそれより低く出るであろう3

J'),l, 1957 ,;t三までの設業生産討を軸にみた産業

選択と地域分布は，次のようにまとめられる。

各地域し＇） ／丁A業にlf:jめる農業生斥．財工業

大・中都市大工業 1～2%ぐI)

大・中都市地方工業 3～4 %([) 
( IJ；＼営を含i/J<.J。 (1955年から ~JI-
手工業をド；，< ) L始める）

専区・県集鎖・手工業 数%(1)

農村手工業
（数%～14.5%(1)
10%～＇.！0%(2,) 

(1）総生産額表示。（2）従業員数表示。

近代工場ヤ生産される農業生産財；t，過半数以

上が海外か人供治されていたことを考慮にスれる

ならば，農業生産財は，主として農村内部および

農村近在のわ；J!.{J，卵、級の「集鋲jの手工主J：海

外の大工業が主要な供給源であったといえる。関

民経済の立1如、らみれば，「専区｝，県「集＠！＇U以

下の手工業と品業との再生産関係it成立しといた

が，大都市・大工業との再生産関係は形成されて

ヤなかったといえる。

大躍進期の農村工業の特徴を浮彫りする準備と

して，農業生産効工業円主工業に円める比率とそ

の地域分布の特徴に，いささか紙幅を多くとりす

ぎた。（1）の図式に照らせば，一般工業についても

同じような怜バボ必要であるが， ここで芯必要な

かぎりの指摘にとどめておきたい。

一般工業のながの：重工業は， ,i~I＼りするまでもな

く大・中都市において建設された。農村が需要す

る消費財について若干λ、れてお三う。供給地の地

域比率を直1＼＆に示す資料i土えられな＼・、o v、くつか

の包括的な資料から想像する以外に方法はない。

軽工業用原料し7)90%は農村から鴎民され，その製

品の60%は農村に販売されるといわれ位刊，軽工

業生産のう旬、第 1 次 5 カ年計研1拐では 90~，；，が既

18 

存の工場によって行なわれた的叫。既存の工場

は、すでにみたように8大都市を中心に分布して

おり， rj｝よ抵の軽工業が全軽工業生産総額の70%を
占めている（注36）。たとえば，企閣の織糸，布の総

JC,:要最の日分の 1, H用品の 60%は上海l市が供

給しているという UU7）。以上は，手工業製品を除

いた軽工業品と考えてよい。手工業生産では，

7S%がそのj也で生Pをされその地で販売されるとL、

う資料があるが（注:38），中国語の「就地生産就地蛸

111 j とヤう友現の「就地jがどこか不明である。

しかし，農村と「県城」，「集鎮」との交換関係を

ちえてよいのではないか。

3. 大水利建設， 積犯運動がもたらした農村需

要構造の変化

1957年10月から行なわれた大々的な水利建設，

積肥運動は農村の’需要構造に革命的な変化をもた

らし， ひい ζはこの憐造変化にそって、工業狽！Jen

新しい対応が要求されるようになるのである。 こ

こでは， 主として水利建設，積肥運動がどういう

径路で農業生産財ぶ要の増大という需要情造変化

をもたらしたかを検討しよう。

まずτ｛「長くなるが， その経過を要領よくとり
まとめてある吉群義論文（『紅旗JI,1960年 No.5）か

ら引用する。

「1957年lO月初め，歴史的にみて水古，王手害の

脅威が最も大きい託I'_刊流域の 1000万人の人民がま

すミ水利を大々的に起こす赤旗を尚くかかげた。 ひ

きつづいて，河北，山東，山酋，陳西および東北

谷省の広大な大衆は， 次々に大規模な水利化運動

をひき起こした。出）j各省は秋の収穫が遅いので守

水利運動は若干おそくなったが 11月にはいり，い

っせい仁この運動に参加した。 1958年春までに，

全国的なわが国史上異例の大水利建設の大衆運動

を形成するに至った。当時，連日水手IJ建設運動に
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生母に七必然1'J'.Jiニペ主Lハ変化をZトき起二しtc_o た

とえば、 畑地を水lliにかえるとラ｛1ご付けい物の係

fa'i:tで！｝）変化：：適合 5せ／（（），！lじ／（ i"., Jにし、L，ぬ

間雨前もli'ijよしようし， 肥料；1¥;・ti t WI /JIJナるであ

心「）' ＝「h；二， 牧市：？：；土それに｛平一｝て発Mさせな

ければな1',／川、L司 愉i去能力も増加させたけ7.Ltf

,'J. ,-) ／（いなど u 1K f!J連立のρit；りが起こ〉て

主i＿，＇なく、 ,;: ,;utご戸；，；戦線上の全面的躍進と／；；支り

小、 が；iそj主！ こむとずれιotす三大既日l{Wil'.'.,
それ力 i九件lU~i二／j，函｜η（二主再会区iをiiること， ひき

つぺ‘て、 H{r;ic1

（＇ド13I Iげを'1l心1:-t ;:, )."{ ~t生i圧が『 l~ITiil下J(二 i守 illi

各践の，］、仁場を建設したj。

この文J苧fにまとめられてし、る農村工業化への径

路は，次のように描ける。

,],tilt空間 -/1~Ll+t'.':正良｝室長｝］'. →っ工業：Ht'Jにお
建，i空；＇'ii長b ¥ / llるtl"f’i二1i主

＼ ／川！；業ぴ）（！心lli

I・ c_/約 肥1 芥悦l;1業メ＼＂ /;1業，tP
J』』一 4、l今.V勺，i'~ )Iタ1,¥11 I一干＇l:{rtH／＂び ）L一玉＊を，1，，仁、と 4一
;};,J,}} ¥'1：以後革j ぷ要の急1＼~＇ る肘Ji；業化
われわれは，以下において，農業投入の祁五iili

間性に一息~－；き， この径路をいく〆）かに分けて検討

してみ上う。四つの径路が重要で、ある。それをま

とめると次のようになる。

r.i:・，；働／J干Ji'.-'i;f!,tr U!., 
I iれだの!fl大

-)<;j－、｛【：，t,iH1.2：ノ｝千11・；；；ノド 1:,' 2』干l-Jc：•干↓
li'¥ljl＇喧，H I 1.-r，，，山；1.i＇旦円zけ、

I 3 1:IiJ在布。存；，r1lどゴ）快
I :•(\tf 町土ヘジJ;/;¥x:・ゴJl'.'i

1:I'r:'IAtt-r 1: 当そ
h;i -'tt・lt！井LLr1, 
機械＂＇喧 zσノ
｛也 C＇／＇：•. 乙，，，.＇i.lと

( 1) 労｛動力不足》労｛劫工Jtへの需要aの増大→農．
t .,:, （：＇予；大 1(J恒：FIJ1-: L : :c:i. 

i:i' TJ't工場の建設
大trj宝引；.t< '.rfiir11J, こhノ川弓の民主tM1ごH1，！干し＇）変不
？を（J{jffiI_ '~- 

た・； (1'-1な'K刊誌次J主主IJと民主戦約I. o i :5ご1futM:'2 

］住；t, J；く；／1／二ノ［：昨nt.，＇）改良 E t'::'{f;;f:, 

!It'.'.什、 ::tJii'：.どの民、主1三；！＇［財（／）f:¥-1：結合’禁，C；コ安求

Ltι こ(7)＝；二人， ili］宋♂〕［て？と立＼；［HJのiV,t(nこた上

ノ：jlソ、外i二、 長村川下三mー与のJj主｜に ）;I：，，＼－、て大々
(!(_jに仁業をι！こす二とを可引とし J七三 1C);,K年 l) J, 
・1'2iJ11J::: t, ll'r 士 f;L~； J', i色）； 仁てとれ乍，；／；加が5午

/.> , :・, I Oif ,, ，う ιベ：I;¥~t 1+-:1){'Miを；｝？／； Ltワという
く！！一万 L全tiUI',I,'-_" -:. ciスiJ、’j :,-; -f/j}j :t z". 

;it ：‘＇l_:_,Jfσ，］／11 I住／ ' ：，巴、·~どまど、＇！：流財1こ；！Vi

/,l:-J －る ！.~d,, J：村仁旦改良j霊長}j［，二ひきつ－ ；，、てラ

七回作i也で大祝日な“lご民子工立を行なう”とい

う大衆）宣言fJをMf;rJLた。 7士一l三 芥男、が「院を往I立

し、 f千郷‘そして；千~：t合｛＇ft！：が工業を起こした υ

lCJS前年 IiJi主でに，全国吉村で加の ;Jワi-0巨！の各式

大7}(flj建設・積肥運動は， 中央でいくつかの契

機を作って（／Li'：）起こされたものだが，基本的には，

l ！）日7{fの反右派闘争とその後の農村社会主義教育

連刊に上る民民の党問5j'にある。当初の運動が，つ

!i'っ5と新しい運動を雪だるま式に作り出L，労

働力の不足を立起するに至ヲたのには，二つの原

肉があるようだ。

_,f）は政治的原因で，農民のプチブル性である。

！？！日年末から19:Jfrlf春にかけて行なわれた高級A-

{Ht：化運動も， 中央の何人もの予想をくつがえし

てJcへjf:!'んでしま ，tこo 1957 If-・から58-f干にかけ

て，これがどういう形態で運動のなかに現われた

か，ここでは検討しない。

お2は，経済的，技術的要因で，既存の農村

（民主どけではない〉の秩序を全局にわたって変革し

てし、かないと，水干lj.積肥運動それ白体が進展し

にくいという：事情である。たとえば，水平I］運動は
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空前び）［見積にJ主し
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工業主＇I¥IJIJの技術革訴と農・工Jさの改良C切他方，これが労的IJ不足全招いくi皮牝，｝） よろであったっ

t.：民大の原閃である。

労働組織の改編と労働

t)j友けようとした。

-YH動力不）乙の解決には，方働力不／巴の具体的資料金若干あげておこう。
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ここでも採労働力不足の情況で春耕期を迎え，労働組織の改手段の改良がおもな方法であるが今

やはり農兵の改良運動である。用された政策が，偏についてはこ三では取り上げない。

ru連とのJ喧卸Jの展IHJを全国的に呼びかけたのは，水利工Ji，運際手段の改良理観j（イ）

この波及過程と進展過程につ

こてでいては、すでに別稿で検討したので惜別、

は繰り返さない。

[)f-下冷文である（山7）。Flら8tf初期の『人民日報』が，今後進む，，：：き t!l~

湖北省内陽l明、胞馬主誌の例で

あるm,,J。同郷の水利建設，積肥など7項目の建

型としてあげたのが，

運搬工具の改良が主体で，農具改良

はそれに引きずられて起こったことは，第14表の

水利工具，3カ月間に 30万労働日が必設計l則実現のために，

要であるのに， 同郷の全労働力を動員しでも21万
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普及衣をみても明白である。労働日しか供給できない。そこで，これを解決す

農民360人がみずからの手でフk利工具るために， 努；14表
湖北省委員会

は， 4二の経験乞←i:：省に普及させる二とを決定した。

とわが炭民：ιよど｝水千lj工A改良・生産運動の典型

を改良し始めたというものであるα

jでにあ九こわ

.：：：：国r'r'J波及の十えとな

迂賊i具（／〕改良運劫もムシはり水同

として紹介とれえ最初Jのものじ，

トこ了；：在してLIた111］様な例h

ったのであと｝

7}({!J珪；／tl:t、－粒IJE;lli到し／）なり、か＼生れてきたJ

何負阪な ._L:＇仁よ ζp土石び）ペ干ifrド，Jこ， bミ：，も

積IJ巴れ：そも司石川~） .＇！，背

主企業たとえば，

運fj、が七体であ，Jた

負ト蓮＇＇ J，がi体ごなしてL、た

J；；（・材料工業への需要増大水千rJ湯水工H,(2) 

運It¥l店月巴iこ佐JHさ／1,C ，，、

そよjなトでも，）主接ヵt30什らを占めて

、ヨ4.，っ湖jヒ省の調売では，全省在来労

労｛動量の40''.'.Iまじ：肥司

るとい；lI l1,, 

u、るという 製鉄工場，農抗などセメント，→揚水工lt工Jj)j,

ぴ）建設

Lイj揚＊工具の改良

i華版面磁の拡大は揚水機械・工具の需要を引き

起こした。 1957年12月全国農業用if誹機域農業機

｛動内 40～60°：，は人のTIまには背仁工広ヴ：yj)Jぷrl:iめ

ているといjれる ω判。てこがら、活強工!3,,r〕改

良は労働不足の解決に有効で‘あり、 大きく取り上

械化会議が聞かれ， 当時の大水利建設運動を背景

に， 1958年中に動力濯排機械50万馬力の供給を決

この数量は， 1957年までの農村保有量に

この年の 2

月lこ， llOO万の農業労働力を「人背荷挑」から解

放しようという運動が展開され始める川56）。湖北

県で“車子

四川省では，げられる結果となった。

定した。2月初めから主要な各専区，省では，

しか匹敵するものできわめて大きな数量である。化”運動（背負い，かつぎ運搬を車運搬にする運動〉を

各地方から提出された需要量は 112万馬力にし，木箱によ主輸をつけた改良運搬具の絵まで展開し，

工業部門の生産能力を考慮に入れて，半および，

分以下に引き下げられた（注刻。 50万馬力では2000

2I 

が『人民日報』に報じられるようになった。

員耕労働If段｛勺改良運動lu) 
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万華畝が灘排水できるのみで， 1957年秋から1958

年春にかけて建設された濯瓶面積1憶1700余万華

畝の6分のlにすぎない。しかも， それまでに，

Tでに実現されていたt重視面積を加必すj［ぽ， 活

要との格差はさらに大きくなろう。 この！日i践を埋．

めるためにとられたijf置が，農民による拡水工具

の改良製造連動である。前南省准陽県の経験が，

水利工具の場合の湖北省当陽県臨j高郷と！日jじよう

に，全国普及への典型として紹介された川崎〉。 4

月lこt土司 国務院の通知 r~急に「m易揚水工具を製

造せよ」がHlされ， it月10Hまでにおiたi二謹慨必

要，可能国積が3億余華畝に達したけれども灘i僚

機械や工具が極度に不足していることが訴えられ

ている。

(t:1) 原・材料工業／、の需要のj官大

家苦言じっ厩合作りや｛更｝万f下I)' さらに肥＠， n巴だ

め（乍りなどが原材料工業tこもたらした需廷のま｛tk:

も， きわめて大きいものであったが（附I)，最も増

加の大きかったものは，水利農閏建設用の鋼材，

セメントなどである。需要の増加と供給の同離

t土，たにちi斗諸工具，農Jtの）；｝合！！日］じ仁うに，

芯民自身にとる解決の呼ひがけとならざるをえな

かった。回］主Hr主fうよcl）よろにいっている併62）。

「現在の農回水利建設上でぶつかっている困難の

一つは，セメントと鋼材の不足である。 この問題

を克服するためには，第li乙セメント，鍋材を誌

も必要とする水利工事 lこ配分すること， ~5 '.! iこは，

農民均二自分で思考をめくずらし， 鉄鎖、セメントに

代わりうるすべての材料を利用して工事の進捗を

はかることである」。当初は稲ワラや焼煉瓦，セメ

ント管の代わりに木筒，竹筒の利用などか紹介さ

れてヤたが，まもなく，大都市に依存せに新し

し、材料工場の建l設をまつことなく， 土法ごセメン

トの生産／♂可能であると教宣するようになった
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Clt63) 。

(3）農業技術改革→農具，農薬，肥料などへの

需要増大→これらの生産工場の建設

Jl'：：法体系の変換をわらう農具は，施肥や運搬月i

工n，収穫・脱穀・調整用農具ではたく， 1芽起注、
ら回間？？理までのが耕過程にはいる熟具であるリ

この種の農具に対する詰要は， 1958年の夏収秋作

蒔付けからである。まず，南方の水稲会議で8手：

志訟の実施カ、ゐ具体｛I::.され（邑，；4J，それが全国～と背

及してしく。 －)J，これにfp＂＇，深耕平の改良と
製造，その動力部門となる牽引機の改良へと波

及した（注65）。犯耕過程の農具改良は，深耕密植運

動とともに 1959～60年へと続いた。肥料について

は， 有機肥料一「頼粒肥料→土化nB－→小型工
場の化学肥料(t凶／とu、うj覇路で薙展してきた。有

機肥料r.t衛生運動と結びついて取得された1'1然肥

料である。 1957年末から 1958年春にかけて， 153

億トン（1956～57年は20億ドル〕投入されたという。

自然肥料取得からまもなく ζれに若干の骨粉や過

燐石炭をふりかりてれごった似粒肥料生産が始まる

(ii,;, ＇。さらにつついて“土化肥”の生産が開始さ

わろUt68）。“似料肥料”“土化肥”工場は，問年11

月には令国に数百万も存在したという（／!'69）。近代

的な小型のアンモニア工場が出現するのは，ずっ

とおくれて， 1959年10)-:lに大連化工版で実験tこ成

功し伯7!1）＇同時に，全国各地に建設される計画 Jシ

たてられた。また，これと平行して，土法問炉の

鉱沖を利用した熔成燐肥生産も各地に盛んになっ

ている（注71)。

売り耕過程の農具改良にしても， 肥料問題にして

も， 195K年から始まった8字憲法を主体とする民

法変革とどの程度有機1'tワに結びついていたかはま

だ不明である。 どの」夜、について，今後の研究をま

たねばならなし、。



1967120025.TIF

(4) (1）〕：3）系列が要求寸る一般ぷ i主

11）～：：3, の Iースをfこど v fご売！Jcした各f：立の主張

よ七百王叶心安川匂 終i.,1r刊に， JJ；〔・村中＋ r：主、燃料一［

土、 伐同lーだその仙の建設に111］，うミわしめる ，f>であ

るが， =-), lにパ、てい1ll--5で，（，；；；，L ／ごい。

4. 工主部門の増大する蕊菜生主財誌まへの対

j芯 九三村工業化

本」？｛でlt『忠則 jる店業生産lH'.i,c¥.fを解決する

ために， )kH」民；／：：L: （／）発J自己：誕生し‘それ士でrp

Jt1人J1『！［；で支門GilJ であ， p た近代的 t~tJ,JiJHは大在日

ili大J;ttたは大部di地方工主が＇ h)i｛し供給する

とL‘）（＇；：えケ小、 恨1正から修l［：されざるをえなく

なぺてヤったft:HiをtS:,iIする。

(11 1957午段階の出か工業；こ.tJする芯え方

地方7仁、f、en，立視は， 中 Jト IJl模｛1＂、·~：，：の fj"i;ttlと：mi廷
になりなが「）『 19らβ年後半／トら始＝上っている。そ

のt.t＝之｝理1lJrtヲ 連立資；i干の収益効果をJ1人j) ,_'( 

ろをえたくな〆，／二二 1:::' 11山i 午 01 ）：~·.i*t1:i: 投資に工

るI五｛・＋Ht ：（~~料の不）ι さじ iこ，L二 tH:fiiJ;U古況Ci)

変化などでんる r 投資の収益効果をわら行動きは，

}j て；上新法，；＇.~より！；［ fr工場のJll:,JkI事・、， :Juむ

のTl持込：ぷにり既fr工場の試｛riiift重IJ不在ごし打ーさ性

心）;r:',Jへ， 他力では非生l量的投資山切りさげなと

の方向とともに， 195G年後半かんで始めてレと：，0

ct l小規核企業の重似はそのー誌であるゾ19話年以，

各年比Gu刊！¥'lv)基本建訟を行なったことから，抗

i斉の各部門に店主路カ‘生まれた。とくに，辻築1:,J半、I,

Ji.全材料の供給i！＇＼難は深刻であった J:{1すの

解次干るために，関係機関の瑞産節約と同時に，

地方小炭坑の開発が焚励された。地）j小炭坑は，

195の平に民族資産家の地方石炭業へのii!:出や農民

の子掘による乱掘を防止するために，その開発を

J;t1Jニしたのであるが， 19ふ7年 4)Jには．ノト炭坑r:n

発は解禁され奨励されるようになった位74I。

このような経過をへて， 1957年6月16llの『人

lt H fl:U tl；説は， 中小規模工場の関極的な建設を

呼びかけた。同社説があげた中小銃模仁士号の優れ

ている／主は次のJi_イ）である。

（イ） 投資が少なく，回転率が速いごと。

（ロ） 原料地， 治責地の近くに建設できること。

工場立地をより合理的にできること。

川拠品の多様化がはかれること。

：ニJ資源条件に基／）いて中小了ー場を建設すれ

ば，原・材料，燃料の不足という緊急の課題を克

服でき、就業問題の解決に有利であること。

；材 中小工場の設備は国産で解決できるこど。

（イ）は資金蓄積の不足に直際的にけ拠ずるもので

あり，（ロ）は間接的に対処するものであり，（斗は汚

II目立も緊，主＇でもあ・・， I二材料不足の解決と就業問題，

L対は輸出をiffiして；長業部門の蓄積負担を軽減しよ

うとするねらし、をもっ。しかし， i可論文が最も力

点を ~1＇，、たのは（斗のようだ。論文の最後で［特lこ，

よりよい指導性と組織性をもって， ノト炭坑，小鉄

鉱111，小ff色金属鉱山， 小型非鉄金属鉱rU，小型

発ぶ所などを建設宇ることは， わが同の原・材料

工；，~v） 占：ち遅れを克服し，雇用を拡大する重要な

資ilf，正事：ii7内定｛じにtt:./..il只の例がある 0,i込産物(7）二；， 措；；そであるj と述べている。つまり，一般革工業へ

柴，草などん4，合作性化以後になると家畜糾料や の急速な法本建設投資によって発生した工業用生

政肥などに伝川主;IL始め，家庭燃料としての:{J＇炭 応対需要を， 重工主内部C供給できず，地方の中

立，；：安がJ（引JIIしたu たとえば，；；t村、供給した石炭 ノト工場f，鉱山の建設によって解決しようとするも

の量は、 Jlj日立ぴIJ();l())j.トンか「J円以i年には＇.：＇ :J仰 のであり， 当時の111共,i1うたが一致して認識し始め

万トンに日ノ大しているし ~.l ）。この fjlぷ： i：汀 LJ.;I草色合 た就業問題の解決等は， この点にあったと考えた
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ょうだ。しかし，この考え方は，大々的に実胞に

移されることなくして宅 J: 'Lなく大きな修正を受

ける。

(2) 大躍進期初期の脅え方一一農村工業化思想、

の発生

1957年l'.ZHがら1958年の初めにかけ，各tr'委員

会は， 「地方工業は 5～10年のうちに農業生産を

追いこす」ことを目的とした各省の 5カ年計闘を

作成したひ これを総合的に整理したものが，第一

期第五日人民代表大会のl".JT；夫報告とたえじれる

（注75）。当時は，1957年10月から始まった水利建設，

積肥運動が進行中であり，農村の需要構遣に新し

い変化／心あr，かれつつあった。 したがって，この

報告にじ， 地方工業は，，イJ汁こその新事態に見処す

るかという視点がはいっている。

まず，建泣規模は「中小型を主としj ［分散建

設の方針を山依すること」とし，建設j出土「一般

に中小都市，農村，山区に分散して建設すること」

としている。そして，地方工業の生産店向は，「と

くに農芸生産と都市， 設中i人民の生活♂JC必をみ

たすも♂）」 t，：主眼とした。 J();;7年6月l(i[l ιvノ論文

が単に地方工業と述べていたのに対し，ここでは，

町，農村， 山｜乏に工場を建設するというのが加わ

り，生皮；／J ［，~j では， 中火山民本建設投白に必要な

原・材？ト工主主i：設というより，農業生産此と消費

財工業の建設を主要な方向と考えるに至った。 と

くに，農主生産財工業U，ιi：業の一部ーとρ；i立な技
術条件が必＇）J:ヴあるにもカミカ‘わらず，くて1/W＞）三村，

山区，町にまで建設しうるとしたことは， 1957年

以前の考え方に比してまったく革命的な考え方で

あるし，まι 従来，近代仁場で生産されJる軽工
業品は大部分大都市であっjこことを考えhif，；農

村，山区，町でそれらをおこせという考え方は，

消費財産業主体の地域構造，さらには，輸送その

24 

他国民経済の広範聞にわたって，種々な変革を婆

ょにす一るものである。

したがって， 中小規模工場の利点に対する考え

方も， 前論文と著しく異なる点をもっている。そ

とには，下記のよろな10の利点が掲げられている o

({) その土地内資源を十分に利用できるこ左 υ

（ロ） 市場情況を迅速に把握し，話：要によく適応

できること。

川原料産地， 市場｝こ近U、ことから，輸送’使用

が節減できること。

（ニ）工業の季節性労働の問題を解決しうるこ

と。

地工場・合~； 111 と農業合作社の間で季簡労働

九臨時主の調節ができる。動力設備や機械修理

で工場は農業を支援できる。農業経済が発展し，

摂村需要にてんして多種経営の連作工場をおとす

ことん1できれば， Jll!:業と工業の十！Dr：促進が可能左

なる。

（ベ農業合作祉を含めた地方の物力，財力，人

々を内員して地）j工業を建設することができ， !fl 

1そのlik本建設J況をを軽減できる。

（ト）農民の収入を増加し，農民の科学・技術水

準を引きkげ，工農同盟が強化できる。

：η 都市における人口の過度の集中が軽減さ

れ， 都市の消J1i:l訪日d要iこ対する供給負担や民家の

市政建設投資が軽減できる。

( 1））都市，農村問の差別が縮小できる。

同地方工業を全国範囲で全面的に大躍進させ

ることカ2できる。

このうち｛イ），（ロ）， （，すは前論文と同じである。き

わだノて異なるのは（ニ）， （剥， l九（り）である。（ニ）の

就業｜！司題については，一般的にq1小企業は大工場

より躍用増大効果が大きいという前論文の考え方

に対し，農業労働過程を基底にした工業の季節労
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三つの対立した評filliが紹介さこj1.,に士、tL,) ,._ 
, -c ほミ！オi；業労iwJJ~，1Jの汚え th~ll'i さ jiている｝中市

川
制i
 i一部のlnl志は，農業機械化と農), Lてし、る口、：7G）。地FJI土た；上Ji包は~村工'.fUヒを J小、日、るもので喝

i亡の改良工具活動とはほとんど無関係なものであW土的中小Lト＼｝；－！，［；どμ［；iiε；.L三l：花［ドj配骨、を1!¥f;Hiした

）九業機械化を’i立現し，農業生産を［向上させる!1i業生産n1工業ε；；＇.tr｛＇！勺／JiJT)'tをq,L、コさ「＇：－，

licl家が供給？る大足の各種農業機械に依存: ごf. t、ノ下1){t)jC'll;1ii'l'[:;/( 大］一心と寸ーマこきだと行え、

カイl(, 。する以外にi.uはないと13えてし、るつ人斤1部市でのixfr :f't f:iilて、Iit仁；／＇恥将寸：
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J
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一

; t，民主機械化，現代化土いうこの位大な＇ f；：業を，二二／う h九、ド｛） (/) /;l¥ る…しとし、・， f':－；えに持＿：（ Iる.，

工業部門の

{Uちであり．上から下への支援によるものであり，

将来いつかの機会に一気にやれることであって，

広大な農民がやることではなし、と考えているが，

1¥tt,nに［!il家が行Jなう二とがわであり，rii労働 lfnJ 消•／lf則の ，：：，要税減とい「， {Z iこ若「lする
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実際に広大な農民大衆は，これは日目立っている。/,: J; 組織の問題まで合めて豆、見がー致 jるには，

!lミ;,':i機持｛ヒに無能で力となりえないものでは

農民ムが今H行なっている工只改良i「｝してなく，

党Jl,jU)1J~強＼1 、 i史知

UH,=Jミ；士j欠J）上 v一｝：こ7主と lhνぐ

小 lてJ¥,;J,f土＇bう』i工Js.: Ut'i〔I);: ,j l工り HU、h't'.J:： 

1年近い打llifが必要三あった。

r司、子 A
＂聞と乙，

成長機械化にJi'，］か寸ており， Jli業機械化にi,11 

農村あるい

ft ：；ミ村jlj::(Eで農・ u~工場合おこ j 必要性もある

L，その i可能性もあと〉という発想は，農業機械化が

II Ji；ミllir・んの地道な改良かじ始めて可能だとし、う

必要な広iift!とi、lli挺になるものである。

小lit,;,IJ管理背ほとl引／，J> 1 ？，ト：t)( i：む

＇，りそれよりも大き L～

tい。

1主主jLてとh方、－）rこ行え方仁子tJ民iしないかぎり，

小IJ日の IJ江 iHt 台干I］~円と ij,Vn'：山 1111',1/

J｝のそれよりも／むム
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経済・社会的条件中国の発展段階と白然的，

の良し忍しを＇ l'!JIIJi1る基準がゴスト比較 Cあり、

i>:f'j，＇，／，｛ヒ

短期の投資効県基~；であるという二どだ。

基準よりさ「）；二大きい中｜可の経済I’m との強く引きつけられてきた姿が，を起越して，

だからこそ

1%8'.ff土各政策担当古ムに大変なー稀の“思恕革

命”を要求したのであろう。

,,; I／－け文のなかに鮮明に描かれている。経済作物不足に対し、＼ ',J, fι三p効果を

もたらし〉る；）、という基準は tll肝にpL、ってき ζ

食悩不）｛，

：忠一疑治？？が／；え勺るf也か仁業山？と／J、l'i・L、f;;_I，、。

懐疑論者の陣営が a歩ずつ1%8i!'I2月までは，；之さi土， I %7 If fi J J J ti! I論文1：てしりはじ主（って上旬， jり！

出れていったと%えられる。毛沢東は1958Sf. 9 JJ 立：h工業と；士、大q，古1:iliJ:L':i'J1 I－＂，；，＇／けた＇ i＇心！：「ふ，

自IIの同志は工業方面で大規i現在にいたるも、i:i土大工；kc'>l1h'IIJJ'ffil"] 1:' Lてrrtrtζ，L ._ -, I＇；えjて、あ
カ通;it＋~r よr. 大衆運動を行うことを希望していない。' ，ずも

フに fノソ。

んは工業面の大衆運動を“不正焼”といし、きり，J 、こ円ことを如実に －｛： Lている。大1＇）立料 iよ

だと見ドだし

これはまうたくあやまっているjと論難
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“ゲリラ的”“出村民のやり方”

てし、る。

「集nりなどの／トl）泌がその
きjヲめて1丑：jくなもの Pあ初期に't:J)fした製，＇，ii土，

0-M, 主リ， .:11~村，
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LてL、る（注問。現実の発尽力入積f耐'l［＼を強力にし

てい＂＇たようだ。 1958年九月2211，「人民日報』は

品工具改良運動を農業技術革命のJlifよrととちえ，
その繭芽は「車のように一度開始されたら止まり

えない。 1日とて止まりえないし， 1万年でも」

(l¥'78〕ととらえられるようになり， 5月の中共全国

j三会で句党の正式方針として「竹立の県域，多く

の郷‘主鎮でそれぞれ工業をお三 Lうるj(I主79）と

確定した。

武村の工場建設は， この間急速に進護し， S月

末までに，全国各地方工業は52万単位の工場を建

設（削0），とくに郷，「集鎮J，農業・手工業合作社

がおこした工場は50万におよんだ。この大発展は，

水利運動とともに新しい組織を要求していくので

ある。

13）長村工業化の組織形態 人lt:公社の成立

新しい組織の動きを， 止の正式機関で最初に取

り上げたのが陳伯達論文である（泥81）。かれは湖北

省＇：：t城県の旭光1社を典型に取り i：げ， その特徴
宏九つにまとめている。そのなかから，われわれ

の論旨に関係するものだけを列記することにしよ

) 。

げ） 台作社を，農業協同を行ないかつ工業協同

を行t（う基層組織単位 実質u主主業と工業を
相結台する人民公社にしえこと。

（ロ） 工業の目的は，合作社の需要と農業生産に

役だたせることであって，金もうけのためではな

1ρ。

付設備が簡単な小型て拐で，；物次拡張されて

きた。

（ニ） いわゆる“万能人”工業労的t1であり，農

民である運動を展開したι

（村経験のなかで学び， あらゆる場で教えを乞

い，一般的科学技術知識を理解し漸次向上し，技
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術本命と文化革命を結合すること。

十J 仁業と農業を結びつけるという原則に基づ

き，小r.！誌は年間の奮闘計画をもつのみならず，
各段階の執行計画をもつこと。

さらに， 「この種の農業と結びついた合作社の

“小γ，；場”は，無限の生産力をもつものであり，

それは、阻止することのでき f(＼：、新しし、前進する

力と共産主詫のカをあらわしている iと結んでい

る。この論文の特徴は，農村工業化は，農業に結

びっく仁業を農村に建設することであり， それは

人民公社という母体の中で行なわれること， さら

に，そこにこそ新しい将来の展望を聞くものをも

っと考えていることである。この点，党全体で確

認された劉少奇報告より，農村工灘化をきわめて

強く前面に押し出している。つまり， 「人民公社

を i刊かとし農業生産財工業および農産物／Jill~ーを主

体とする誌村の工業化jとまとめられよう。

中共中央が母体となる「人民公社J設立の決議

を行なったのが， 8月の北戴河会議であった。 し

かし，このときはまだ農村工業化の性格は規定し

ていない。 9月から始まる本格的な人民公社工業

建設を経て， 12月の中共中央六中全会で農村工業

｛ヒトケパ、ての性格規定とその任務が与えられた。

「人民公社の苦子の問題についての決議jのなか

で次のように述べている。 「農村人民公社制度の

発展はさらに深遠な意義をもっ。つまり，それは，

わが国人民に農村が漸次工業化する道をさし示し

農業の集団所有制を，漸次，全人民所有制へ発展

させる近をさし示した。……・一人民公社は， 工業

を大守的tこ発展しなければならなか。公社工業の

発展は，｜有家の工業化の過程を速めるのみならず，

tH fにおける全人民所有制の実現を促進し， さら

に，都市と農村の差別を縮小しよう。各人民公社

は，異なる条件に基づいて，漸次，労働力を適度
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に農業；うおらに業方面，.＿符し，計画的｝こ肥料，農薬，

農具と農業機械，建築材料，農産物の総合利用を

発展させ‘砂糖，紡織ラ拠紙および採掘哩干f;金，電

力などの粁屯工業生売を発展させる Jこぎである。

人民公社のγー業生産は， まず，農業を発展させ，

農業の機械化， 電気｛じに役だち，同時に，社員の

日常生活に役だつよう‘ ft業生産と揖岐に結びつ

けな肘ればならない。さムに， 国家内大仁業と社

会主義市場に役だてなければならない」。ここにい

たって党の正式の方針として，農村工業の生産方

向がIJ.え「、れ，その組織形態が成立宇るのであ

る。

(4) 統計資料でみる地方，農村工業の発展

「人民会社を母体とし，農業生産財工楼および農

産物力111：を主体とする農村：f業化jt}）実態仇統

計的にどの程度確認できるであろうか。確認すべ

きことは，付）地域基準からみれば県級工業，蚤村

工業が刑j、Lているか巧か、｛ロ）産業i/1-;};'.,CJ襲業生
産財， .tt，壬掬加工業しり比示ぷ増大しfこJう，汗か，の

2 ；，＼（である。

Lイ）については，第15表でみるかぎり，人民公社

工業の発出川他の地域山l，のよりもぱ代、ことがわ

かる。

第15表大躍進期の各地域別経済発展

年次 主工業【1》 ｜人iに公社工業じけ

1958 100 100 I 100 

139目3 140 I 170 

I 225（予定）

（出所） , [¥ 1959年「［母民径済執行公認i.Jo
（：王 jと論文， lr,il11tij与統計』， 1960f¥c, N山 1,

2(i－ご←ジu

(3）率直春報告，『人民日報.l], 1960年3月初日。

全工業生産額の｛申び率が，地方工業のそれとだ

いたャ同じ？あるということは， 中央大！：業の発

展はそれよりもさらに低いことを意味している。

われわれの問題からすれば，従業員タームで，任

地域の変化をみるべきであるが，今のところ成功

していない。

刊 については，人民公社工業についてのみ，

比較的よい資料がえられるが，専直轄市，県級

「：策鎮」の工業に閲するものおよび中央大工業の

弘山はほとんどえられない。人民公社工業にノハ、

こみると第l(jJれりとおりである。

第16表 1958, 59主rの人民公社工業の産業構造（%）

19::i4＇け（総生産額）｜

1958(2) （不明）｜

1960＇り（不明）｜

；向TピHt

77.04 

U.l:l所） (1）品、芸文『新中国f内工業』， 101ベーンo
鉄， 木， t'r :li'icJt仁業。
{2) Ir人民llt民』， 1960年1月27II。f人民公社工業
のうち，底接間接農業生産に関する工業」。したが
って，農兵工業のみならず，土法肥料工場も含ま
れている。
(:l）李成縦，左{I台『紅旗』， 1961年， No.8,21ペ

ージ。「農業生産財Ji土 f農業生産に直接月反抗す
るヱ業JJ：定義されている。

この表は概念上いくつか問題がある。 1954年の

続五れま個体手工業のみである。人民公社工業は，

1954年定義の工場手工業もはし、っていると考えら

れる。農業生産財の定義が1954年のものと他のも

のとは異なる。 とれらの問題があるにしても，産

業選択に激しし、変化があったことを読みとらない

わけにはいかない。各省の資料も同じ傾向を示す

県級地域の産業構造については，必ずしも明確

となしえない。県級地方工業後退直前の1960年5

月の資料では6方の企業がある。これは第1次5

カ年計画期よりかなり増加していると考えられ

る。産業構造にJ山、ては， 具体的数字でかす資料

はえられなかった。しかし，発生史的にみれば人

27 
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の純ITT,;1；こ l瓜宇＜）詰工：／！UJ・, fトj也ご｝Q':!Jごした民して

ヤる ιド夫？どもな以し、わけにはいかなレ，，；何｝。二の

/J、につ）、、ては， 右上｛去し＇） f，ねてで－JJ1:U(iiiJ)l/¥1)W ！：：し C,
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f，ろ ！をとりあげることにしより。

5. 芸村ヱ諜；化と高品化食塩詰要軽減動果の逆

転寝室長

本！点’ll iび））んi!f二てらせif，われわれが4ーと

λ tJ:i,if（；~ β ・んは， Jう；山上うなtのとな九なければ

/i:「3ん：L、o , ）主 tJ）；，＇；付工主化合仁十 I心とするi也:JJT一

(J,.,;i,,:, t，法？と1-urおよび民業労働生産性の前

大企／Jlfれわがーハ出品化f:t:1/,lゾ）flt品川人大＇；／J果） /~ も

れ， 1¥'ii,1111'1じ食；！［：び）,,r,, ・J11i11・c ,t, 1lif）.＼：：効果をもたな

けれ；工なじf川、ω しかし， 1充実は！？附）年かじ農業

生Jヰ；士波 iJ,i~ し， 人民公社工主，りよ杭工業i土宍illL

f乙：l ご；／1:.t .'c ＼ぞかr ！？；主主j)'(JlJt'IJJll効果がえ t'di

h；ケ〉たことにJ》いては， ここでぬ討する余裕を

j，！：：たい＂ 役十i工；/dヒiう；1ffj,',/, fヒjを；：，＼，，（！）’Ti要軽減

＇.~）J 込を十分しこりμ 〉さぶかったはもん、 IJ iドラ i~i~む；現象

主文It/,.l二J，＇λi二－－) 1;, ・c 1むi,・lしよう。

「 JJ,J を；~fl ある L 、はその近fどにJ'l¥Q'.して寸，そ

こご働〈’）jj!励行れい！し山＇iZJj}, tJ; ；，業労働j品私：ヵ、 （）

防ffIE( ; ・ A , , l, かれの(i'j'/'dしt：土佐ii'山化t:1分から支給

三わなけれけふん r_i:_i,、。 もし際lll!kJ克匁が1『lh!l的に

/( 1 t ( I、二jLじiむI｛に建；i立される_c:1g，士、 一般に

きj，：わ亡；j働集約的であるから， 大占I＼汁j（こ大中力i

t•店 J j弘ithi；：立す斗；＼J（，より， 市ji¥l,fヒ食品’，，O）＼吾妻

It J',"/ /Ji！しよう。一労働力の離脱の）.＼，；｛，でも，企lTi

i'r'.J毎日tぞ｛すなわれれば， 逆転現象it大きく現われ

よう 4 こしf）上うな事態がJ}LI）れたかどうか、ヰU>

h！三と h1:J, そのり；（凶はなにか。

人l ＼＇： 公 fl ＿！：う（~u〕後，i!_l:1 おむノi、主立：ェにに立三し

Iこう；月比1:iiL 左.j'[:-f；論文は「農業人仁iからどれどけ

仁Y：労働力を1th11 ＼できる7）、Lt, 仁業山農業労働力

八 υ）＇ふ。廷に J：，てu、主・てくるのではなく， 主と
して，民主がとれどけのffflin'ifヒ食t品と i業原料を

]J{f,;i；ーこさと：，t.;，；こ上 －J亡決まるJと布J商したあと，

「I山村iff）、；長， t｛村で公社工業をおこL，出村で
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第18哀農業生産財関連表

第1次需要 第2次関述
内業

i11; 3 ；，；関連
作業

「農業機械・1品具－tk議機微‘ : 

「同4 農具工場.＼

ゑl ~. ,~f,~ .j,,:;1,Jc一利1］工具工J:t山！京・！Vfl効
利 阪・材料工場制燃料工業

JI; I 「；哨樹ト一一－ ex，発電円斤11機(i叱i業
L '1' I叫化学肥料幅一一肥料工場’1l建設・鵬業など-M象 I ／／、

供 向L一一一ー舵来工 Jt＇.ソ

ロ材運輸工c',ftl！一日防臭J.:i首

一二の分類にしたがって， 1957年末から5約年にJト

』「て， どLりように校及していったかをみたのが，

第四表である。組点になっている日付けは『人民

日報』紙L~指示主たい？後全国的に持及させる

典型として紹介がのったもの， あるいは指示に近

νn」説が/111之時間をさすっ横棒1t鮮明にするため
に引いたものにすぎず， 消滅を意味しない。この

-1':i，ミら，第1次it要，第三次・第：i次関連産業か，

それぞれ時間的に同一群をなし，第1次，第2次，

最；1次のlr[¥1r:'1；で混合接しておこっ＼：きてし、ること

が前みとれる。つまり，青葉をかえていえば，第

1次需要か増大し， それを解決すm るためには，た

第19表大躍進期初期の産業開波及恰Dl

「 (1958年3) J 22 ¥ I ) 
封12;1:r ti・＿U1UJJ 
｜世l1'L ¥Iニ11::R['i)l,l (1958年2fil61Jl 
成業lセメント工場 _ (195己ij;4 )-J 2811 ) 

1959 

_(19:i8{1'-7 fJ26fi) 
(1翻年百百五日了一

どちに；＇.f'i3次関連産業をおこさざるをえなかった

ということである。

この傾向を促進させたものが，第2の事a情，す

なわち， 1957年に原・材料，燃料の概度の緊張が

存在しU 、たことである。 これにつU、ては，本橋

田－ 4の（1）ですでに説明した。

若干山経過を鉄鋼と設備に，) v、てつけ加えてお

くっ 19!:>Kif 4, 5月までは，第3次関連産業を県

級以下に建設するという脅え方は強くなかったo

必要な材料または設備は、省首古11か省直轄市が供

給するという考え方が一般的であった。たとえば，

1958年九）J21日の武漢i行，黒竜江省，太原市など

の都市が農村へ第1次需要製品と第2次関連工業

主fおこji設備，技術などを供総しようとし、う報道

4月2日の北京市が郊外農村と農業生産財など第

三次関連j）子業の建設設備その他の供給を行なう契

約をとり結んだというニュースは， このことを示

してい九当時， このような支援関係を「都市・

嬰村の大協力j f域市農村大協れっと呼び， 全国的

な動きであった。しかし， まもなく，二の動さが

大々的仁実施されない主主iこ，現地での設備，材料

生産の袴え方が強まってきたのである。 『人民日

#U 1958年6月2日号は、県レベルでも設備，工

場，材料工場の建設は可能である

とし， J欠のように述べている。

i機械工場
問咋｜交通・運議

~'; v '.~I: ｛鉄鋼業
・'"' l ~IJ: :i J 

(1958年8月27U) 
(1958年8Jl 4日）

「原材料と設備の供給問題は，現

在の地方工業を発展させるなかで

切迫した問題である。このこつの

解決のllf:[Jj;が，地方工業の建1誌に

決定的な意義を持つ。ではどろ L

て解決するか。大量の人馬を四方

に派遣し，地方i土中央へ，専GZーは

省へ，県は専区へ，小城鎮は大域

鎮へ行って買い求めようとしてい

30 
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E沢東の各地域，地区ごとにラ－

-）のまとま d予た経済体系を持つ－之きだという発恕

ぐJζきことは，二（／）力 i去；t一見下！日iが省ける上うにみえるが、ノJ

伐マi二L

J 川l1Jt1、
1・1分（＇） 紘［司j

1!~111司げ） il'~ 誌が大きし、：tか！）カ～そのと長，

そのY;えが典型的にあらわれた発言が，治、ある。山）て＼~~:, 、求ch1・,,1いう：L、二どがあ，：：：，0 

u川，q,_8 JJ天津訪問のさいにh:3れたものである尽を／/1;1γ；＼i与［＂｛，it11fJ,Ji生で／(J',

11也）Jは1ELi1：した工業体系を建設するよう( ,I 92、。11・1で白己のr:¥J題をfi¥Wと寸る ｝j法であ〆：'.iI, 7 Jl三（iiI 

iおfHZ全｛乍り，支ず，i、二汚えなければならなU、。t:IElにふ 'L!lくv＇） 『人11!:HWr, Jこ械じらjLた、

どの＇（！＇も比較

i't'J 独立しそれでいて内容の異なる工業体系を建設

j・べきだJcこの発恕は，人民公社工業化それt'H本

条f'I:があるとこんでは，

ここでは詳白色しないが， 1958年トニ

l上九地方で地方経済同の様恕、が打むIiiされてし、る

にもJl主じよう。

ごのような引きを背）；t；こしていた内である、j也］j,

人民公↑上lJ店内，；引rfilをそのjむで解ジとしてfl，こう土

いうifil引かHHさかんであ J ～との；t、E日比11.i:il 'l七

乙，，1・,l'.1日Jiトiこカミl「亡さふる。 1~i:;s ii' 11 J1ぷ玄てに

't, ・，、j) ：少ζ）“士i主工作機減竹が I()(IO)j f,生産占

昨日口t間企建設しつ J J志〉るというWiu,i,t,;; m,1 F七
1!'X，てlE,

';¥!(l) 。

以上の｜会討から，次J)n,,1i.命がえん,ilるであんうい

Jjミ付r主化は

ll/こどL、）， ）れる （， '.ill) O 

’ト治i炉；：上 ）j\ili:i);~f i, lh］じ i；う／.（背；；：：企）！i＞’o

農村工業では？往年雇用労働：ti］が支配的ニグ）／こii、，；／（刊告同建ril'.用ゾ7第三次iY！述jif!組11r;;i(t'J i’i J-, 

！長十LL業｛じがむつ雨i,/1化食撞｛／，；咲の軽減とふり、J也 Jn~JJtlr1,;t 巳： l i¥tvl 工lt！己 J一六 i,j) 1-・ '.": 
' 』 ' ,,_,. l) ,・ 十一 、 " E句

農業生産のは効取はj立！転現象をおこし／Co 他方，土；，｝；’！：11(1・.11'11i＞：え；ソ；。iili& t:,, l （.のどの 3 つある

これらの新しし、労1頃rfiφを主主う尚，'iHじ！辛が｝与しく宅第九 i欠間j生産業ふ々 tr-i!tlr下jに成、，1.L i「↓＇,At／こしつ；よ‘

f主防の供給木 :i$を維持することふできなくな Jj 
鉄鋼のぬ：~ii, l'Jjj主席、主，ト') ）ふふときである

人民公ru；業金哀.il；させi也）j工業，こ~ 1 /i弘、,. 
J、《，

 

M
川ノ
ι↑ド〉j笠I二多く J)売業主？主き込tr,ちいの一 lご、

／：主要な？長田内 A つである。ノ；~ :i ；欠1i;1i皇陛たをtl色irif!((Jに増大させζ》し係i1Mfu；上、

新しいtl¥J題が：挺！liされこの枯；命かんただ九iこ，
；；〈ゾ、上.） : -~ ，，、.＇てぞれをq,111ゾJj，一七与にとらして，

ょう.n付工業化が第2次需要関連産業にとどま
ふ場｛L またたとえそれが一般長工業に拡大され

「l店主たは公れか／ト製鉄宅全t:i"Cir, 1い、 7,<,I I 
1 引 っ

」；主りそ公社内仁主化にIl；大江推iltIt:用をt：ノ司

そニで働くヴj’僻j青山ミ農業労働過程から離脱一一. , 
に司＿），

τ←ーノノー，，／ごとえ；ff足iiし.／）他／Jl¥¥l/午、：三国，

i並恥；l}lしふいような労働j取れ立を白IL没したJ｛｝合は，ド）raji}j, 1ffi i: , ｝主

；／（利‘ fti',/,/Jilし

1111火材料Tfr色：＞ノ1,.1：；工北、レいー

きわめ亡千｛主力Ii..(i.Hfll'rJ (,3,Jt J 5こ（， hL、（Jかりか，J名付fl, tt~i手制戒、 ｛じ’＇／： J二＇f,

1 %三～（i：~｛ft.: Il文京乙＇:t/( 1.-、かという疑問εある。:. ,Tl/: chにがJ(y'.J4こ／；~そ f!t'IJI、11雫工：；：／（どノiJ発？

二山総に：c・.，亡民村工業の長)jさ（1,Hiをのi也）j,! : ／.＂「｝‘快 i将軍ウ‘）， 守！？の［二七三，＼』 Iふ二 lI ;'.i I 

それには，農業の輪作体系の変化と，

民村工業の労働形態、につ

L、t：》上うだ。

それにマッチするよ也}j,

j tcb：，企fihtl't'Jrf( I. 

拡大正i, I可L.:.JtltfiJJ化し始めるのである。

設村工業化力、一時mV主に玄で壮大L亡し、－'t二

{~ :l ikltl j車工：二上って、

ドぐの注しい実証研究が必要である。

イi111,,t「社会 i_ 11 =r. .'ti n~ lJ 
yブ，J)，‘chinesemethod”に

3 I 

( (121) (li f：とえ bl, 

f＇，＇にじける抗体［選択 ： 

二つの経済的，技｛｛市

ど「＇ Lてもm摘してお（［］っff!i L干J、
IL..'ILレ』山、，

ことに Jコし、－c,

をしてきfこが，
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関連してJ,T椛済研究』， ll{j和1:-1611'7 ］］り。

(2) 「日悦的股切の京本判事組、J，『r[1 (Ji！経済のjと！りIIJ~ 'J1 

IIU、アジア件＂ ri11f究所V ‘ある。

(1上22）『統，d'エn通，，；，，~， 1955'[・, '¥<>.12, 4～品
金一

へ一－／。

C i.'.23〕 事1;,,:¥ 1・農業態料、農兵ユ.¥'. J.『中！Vi)C1'iCJ 

Jdl! J佐'fl皿』， ノJア経日，:ft所， 2,ii,・ ージ。

(/J.24〕 以後，地域という「1舵はい心力二・.Jd」分fa'

t '・, iして在 l ' j：る。

( ii.25) 事1:,°'1，前掲量、 24（）～242 ジ。

({L26) 地方工業とはqi凶の定義によると行政府以

｜、 l ( j政単官 r:r,y符権ま／： I t管理権 I I＇・コもの i ' : 1: 

ブ！＇＇ I三lまれξ ，Iかし， 1、J.・:1 の日i内lJ くして， ザ1二

業を入れないほうが好都合である。特にことわらない

古川入れ寸， , .Iうにし ／－つ

( 27) r'l ';Ii，＇、論文， jt 1: I~八全 L 文献』， :・,0：； ζ 

ーユ／。

( ・'"28) 回目酬し論文，『けl時経済』守 1955＜ド， No.lo 

( I 29) 『ノ人λII報.ll,m日平3月21

( /.l:30) 問一ー帆， 前科論文。

c n 31〕 l1!:J-・1il'l,，前倒論文
( :l2〕ヲにむは－JI,')I ，次 （｝ i が合 j1 l合

（『1954｛ド全凶Ml体子工業調査資料』〕。

いi体f工業
{ ／｛「f'f社主い，.： i'f! {ii，性Jf. 

F工業生産合作飢餓

f!U'i可合作f上加工業

ii .j；、；1;11手工支 （：（用人員10人以下3人！！と）

（仏33〕 ｜刻一帆， 前j払/ml文。

（口二；-14〕 『人民日報』， 1956今7月9I Io 

( 11:15) Yt Iii I、報告， I1!1 J、八全太三；：献』，4:l（γ 、ー

シ。

C Lt36) r新車＇fJ J flJJ], 1956 iド， Nり 15, 142ベー

(l I :-17) i'HJ.1ん rlirJ砧報山 4::l6、一 ν。

C /138) i’1／」11/1k論文，『＋t共八分：大会文献』，581ベ、一

(1心39) (1) 1957'<19J124 IJ，「111:JI, I；ι央， j14tt1£,；じi羽

1 今冬明干子大規模地｜別 IJ~1}1)修畏［LI;t ;fiJホ1m肥運動的tic
χ1  i2) 1957 I 10月24[I，＂＇ え発展網｛＇ れ1F草案川、交｛！

なよ。

(/l:40〕 『人民日報』， 1958午 1月16日。

1958年2月13fl 0 

( /142）『人民 [J報J], 1958f下lJJ 24 LJによると 1人

中たり、， JiJ ：~＇林面積 ii. けのとお川：ある（単作：乎方

キロメートパ〉。中！記，0.U, ソァq,λ5，東ド fツ0.16,

チェコスロパキ 70.3，アメリカ1.s, r l本0,3，イン l

ノシヤ1(i，》

(n43) 向上， l'.![i片；I2刀2411, 111東芋i(j）例。

C !144〕問 L 1958年2月16n, 22日。

（注45) イIJI! r,益， 1J、とWI展望v’）＼ I視約アレ fムワー

ワJ,ll'件Ihjff／汗の長jl)j//1'雫』，了シア経済研旬lif:,49ベ

ーシ。

enこ46) T人iミEJ廿ir, 1958{],' 2 ! I 1目。
(tl47) Ii'] J二， 19fi7'.i今12月23!Iη 

( /148〕 向上， 1958年2月11円。

（注49〕 向上， 19;,71ド12月2311;

(tl50) f,i] I:, 19:iSli 2月17ll,, 

( /151）問j命， 1958年11月4no 

(il52) 需主主林論文，『紅旗』， 1960年， No.6, 4 

.. －一、／。

(il53) 『人民日報J], 1958年 1月5円， 7日。

(/l54〕 『化学工業』， 1959年， No.22, 7ベージ。

(/155) r人上正日f!U. 1958｛ド；） JJ 3日。
(/156) 向上， 1958年2月13日， 3月13Ll。

(/157) ｜河上， 1958年2月22日。

（｛悶8) i11；稿「口、，7

械，法見工業」，『アνア経済』， lli'i荊141年9JJ封。
(il59) 『人民同報』， 1957年12月19日。

(;!60) ;,1］上， 1%8{1:2汀271ん

(iJ:61) !nlJ二， 19:',8'1l月lOll, 16日。たとえば，

木材不 Jlからね柄の廃止が長明されているGr人民日
-Ha 1%811りJJ17il）。
(;'162) 1,i]上， 11日比午 1JJ16 [j 0 

(il6:l) 『人民日報J, 1958年3月13日。

（口、64) H l:, l!):,8 t1 7刀2011o 

(ii 65) lnJ .L 1958午9月20l.l 0 

C1Hi6) 肥料の分fJ（は次のようになっている。（『ii・

l'I］興統1iU, 1959"1'，了、v札 10,37：ージ）。

｜｜然肥料一一人糞， lii'In巴，骨’粉， U.餅など

大f！，；：鉱物肥料一一化学的処理をしていない鉱れ

的／JEN 狼瀦掬ゾJ/c生微生物ご土壌条科をよくす
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/.] L、iを再；tラ h叶i

l；：建｝！支きjlil i! 而耳ff!(王i，走効耳Lをす｝っとがJI析し！：.＇ゥ、 「l；支の発展テンポと，者1sniと農村の結合の新

心P.1】ろ l I 'lti!ffJ..'Jj受 託業11-：育財てでがれ村上 しい形態の問題。三の問題it，われわれ円意見の
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相違のもっとも主要な問題の一つである。この問

題の南要けゴt, 党の経済経策の問題iこd川、ての，

われわれ ））実践上の；口、見の相違の， ;ti)C'i :J、る糸が，

ここに集中されているところにある。

新L：，、不庁舎形態と』土 ，＂：.・ んなものかη われわれの

経済政策山見地からνJて， それは何を立味する

のか。このことは， まず第1に工業が，主として

農民の個人的消費をみたしていた都市と農村の古

い結（1'If；！.自のほかに， さらに工業が民民経営の生

産的必要，＇.if'；業機械，トタケ勺ー，改良尚子，！；巴1斗等々 〕

をみたす， 新しい結合形態がわれわれに必要であ

ることを意味しているん

この芳えは， ＜コルホーズ一一一ト 7ケター・大

型機械＞ ':::1.、う構図に照応する＜大者！＼rli"大工業士三

大型機械化農業＞の考え方である。つまり，大都

市大工望書／店員業生産財を生産して消資財とともに

農村仁提供する，農業が食撞，原料を売るという

考え方である。

これに対し， 中国では，＜大都市大工業＝機械

化農業／ぺt未認する｛と日時；こ，それどけではなく，

＜農中「工主f 半機械化民主＞を重要な車illと考え

る。本稿国一2ですでに述べたように， 第l次5

カ年計画期の実態は， ＜海外工業間口農業＞と

＜農キI"lつJ主t伝統農業〉であったの A：.躍進期に

創造したく農村工業ぷ半機械化農業＞ ':::1<、う構想

は， 近代工業で生産される農業生産財を農村内部

で自給f七Lていく －－）主り，農キf内部で一つの

拡大再生rirーする分業閣を形成してヤくことをねら
ったと考えてよい。

スターリンの考えと 1958年のこの考えの相違

は， 指導背の好みによって出てきたのではなく，

それぞれグ）経済・政治条件によって形成されたこ

とをもう一度強調しておく必要があろう。われわ

れは本相の最初に， 中国の指導者が考慮、に入れな
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ければならない，二つの前提条件を述べておいた。

スターリンとの比較では， ソ連の農業生産力はq,

Hのそれよりもはるかに高いものであったことか

ら コルホーズ化に伴って農産物の減産が生じて

も、 トラクケーを投入するだけで切り抜ける、竺と

ができた。中国ではそれができなかったのであるけ

さちに，政袖条件として先に新民主主義段階の：革

命路線の継承をあげておいたが， もし，穀物余剰

c>) lfl難を解決するために，；ifjトの農業資本に援iめ

を乞うたり，海外に植民地的食品i供給地を建p交し

たとすれば，農村工業化は実施されなかったろう。

その結果，工業と農業との結合問題は，依然と

して過去の状態を再生産していたと考えられる。

今川，東南アジア諸国， イン iごなどが農業全1nttl

しつつも，工業と農業を同時に持ち， その分業関

係を促進するような拡大再生定leiを持つように発

供していないのはこのためである。

このような，新しい農村における工業と農業と

の結合関係が，今後商品化食糧問題にどのような

影響を与え， さらには，持米の中国経済の）；1t,Jを

どLけように規定するであろうか。それにつし、て；上ラ

商洋経済史研究の一つの成果である大塚久雄教授

の［局地的市場圃」の方法が考患の対象となるで

あろう。最近、教授の理論を｛氏開発国の工業化の

問題iこ適用した赤羽裕論文日山，：；土きわめぐ，rミii交に

富む。

成後iこ， 丈化大革命運動のなカ＝で，この問題が

どのように取り扱われているかをみておく必要か

ある。最近の報道は，政治情況を伝えるものがほ

とんどで，直接にこの問題を論じたものは少ない

が，断片的資料が伝えるところによると，農村工

業化が主流派の経済政策の段も上主要な一つには J ) 

ているようだ。 1966年8月の十一中全会のコミュ

ニケは毛沢東が過去4年間行なってきた路線をあ
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フ。らためて承認した諸事項を報じている。その中の

一つに，農業機械化の問題がある。まさに，それ

こそ農民による農具改良から農業機械化へ高める

というかれ独自の政策である。 さらに， 1966年8

バ1日付け『人民日報」社説は，条件のあるとこ

ろで，農村の工業化を行なうことを主張してし、る

と同時に， 「亦工亦農制度Jを強調している。

(i'l:94) 拙釈「自立酌 ／•：；族経済の建設方針と漫1号機

械，設）－＇！，工業」，『アジア経済』，昭和41年9月号。

.flll泊 fl三業機似，民共］業」， 石川滋綿『中国経済

F 長 JJI 展 •JJffi』，ア J ア計済研 i＼：所。

(/195〕 『y、タ一日ン全集ム第12巻，大JJ香川，

73ページ。

(iUJ6) 赤5jj裕「似開発国“工業化”の基礎条件」，

IT'JJ:-;UUI，昭和42年2月リ。
村工芸長化は政治的には，農民の創造性， 進歩性に

もlする強い信頼感がなければ実際に不可能であろ
（調査研究部）
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